
（1）　─広報ひだか４月号─

2005

今月の主な内容 

4月号 

ふれ愛 
  ネットワーク 
ふれ愛 
  ネットワーク 

広　報 広　報 2005年４月１日発行 
高知県日高村広報編集委員会 

2005年４月１日発行 
高知県日高村広報編集委員会 

No.436

（卯月） 

●Village Topics 2 

●学校だより 4 

●シリーズ薬の知識 7
けんこう

お知らせ

……… 

…………… 

… 54

●人権新聞 12 

●Information 16 

●高知の鳥の話 20

……………… 

…………… 

………… 

平成16年度日高村立能津保育所、東部保育所の卒園記念写真です。

東部保育所

能津保育所



─広報ひだか４月号─　（2）（3）　─広報ひだか４月号─

友情と思い出は消えない  ～卒業式～友情と思い出は消えない  ～卒業式～友情と思い出は消えない  ～卒業式～
　村内各学校で平成16年度の卒業式が行われました。在校生や、先生方、保護者の方に見送
られ、卒業生たちは、新たな夢への希望と別れのさみしさを胸に秘めて卒業していきました。 
　先生方や保護者の方々は、成長した子どもたちの姿に、目頭を熱くさせて、子どもたちを
送り出していました。 

加茂中学校

加茂小学校

日高中学校

日下小学校

能津小学校



─広報ひだか４月号─　（2）（3）　─広報ひだか４月号─

友情と思い出は消えない  ～卒業式～友情と思い出は消えない  ～卒業式～友情と思い出は消えない  ～卒業式～
　村内各学校で平成16年度の卒業式が行われました。在校生や、先生方、保護者の方に見送
られ、卒業生たちは、新たな夢への希望と別れのさみしさを胸に秘めて卒業していきました。 
　先生方や保護者の方々は、成長した子どもたちの姿に、目頭を熱くさせて、子どもたちを
送り出していました。 

加茂中学校

加茂小学校

日高中学校

日下小学校

能津小学校



─広報ひだか４月号─　（4）（5）　─広報ひだか４月号─

Village Topics

　
去
る
１
月
31
日
に
日
高
中
学
校
３
年
生
を

対
象
に
日
高
村
食
生
活
改
善
推
進
員
指
導
の

も
と
コ
ツ
コ
ツ
青
春
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
コ
ツ
コ
ツ
青
春
講
座
と
は
骨
粗
鬆
症
を
予

防
す
る
た
め
に
若
い
と
き
か
ら
食
生
活
、
運

動
習
慣
を
含
め
た
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
成
長
期
に
あ
る
、
中
・

高
校
生
を
対
象
に
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
と
運
動

の
調
和
の
と
れ
た
日
常
生
活
の
定
着
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。 

　
ま
ず
、
植
村
会
長
か
ら
朝
食
を
き
ち
ん
と

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
健
康
は
毎
日
の
食

事
か
ら
、
病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
手

洗
い
が
大
切
で
あ
る
こ
と
や
、
中
学
生
は
ま

だ
タ
バ
コ
は
す
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

す
っ
て
い
る
本
人
が
肺
ガ
ン
な
ど
の
病
気
に

か
か
り
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
ま
わ
り
の

人
に
も
害
を
お
よ
ぼ
す
か
ら
、
す
わ
な
い
方

が
よ
い
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
次
に
推
進
員
さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
、
各
班

に
分
か
れ
て
推
進
員
指
導
の
も
と
、
大
根
と

シ
メ
ジ
の
骨
太
カ
レ
ー
、
ミ
モ
ザ
サ
ラ
ダ
作

り
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。 

　
カ
レ
ー
の
中
に
大
根
や
シ
メ
ジ
、
粉
ミ
ル

ク
を
入
れ
る
の
を
見
て
、
普
段
食
べ
て
い
る

カ
レ
ー
と
ち
が
っ
て
い
る
の
に
び
っ
く
り
し

て
い
た
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
協
力

し
あ
い
楽
し
く
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

　
そ
の
後
、
で
き
た
料
理
を
試
食
し
ま
し
た

が
、
想
像
以
上
に
お
い
し
い
で
き
ば
え
に
何

杯
も
お
か
わ
り
を
す
る
生
徒
さ
ん
も
い
ま
し

た
。 

　
生
徒
さ
ん
か
ら
は
、 

「
朝
食
を
き
ち
ん
と
と
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
事
が
わ
か
っ
た
。
太
陽
に
あ
た
る
と
骨

が
で
き
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。
恐

ろ
し
い
病
気
は
手
洗
い
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。
手
洗
い
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。
調
理

実
習
で
は
、
み
ん
な
協
力
し
楽
し
く
体
験
し

な
が
ら
学
習
で
き
た
。
お
い
し
く
で
き
た
。

む
つ
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
き
れ
い
に
で
き
た
。」 

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

学校だより

第
40
回
生
涯
学
習
大
会
「
日
高
の
日
」 

　
２
月
27
日
（日） 

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
16
年
度
第
40
回

日
高
村
生
涯
学
習
大
会
「
日
高
の
日
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
大
会
で
は
、
ま
ず
、
本
年
度
の
日
高
村
教
育
委
員
会
表

彰
と
日
高
村
教
育
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
個
人
４
名
と
４
団

体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
記
念
行
事
で
は
、
１
０
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
、
梼
原
町
の

津
野
山
神
楽
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
勇
壮
で
古
式
豊
か
な

舞
と
力
強
く
テ
ン
ポ
の
良
い
お
囃
子
は
、
参
加
者
を
魅
了

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文
化
を
伝
承
し
て
い
く
事
の
す

ば
ら
し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

吉
井
圭
介
さ
ん
　
　
　
　
【
地
域
の
清
掃
奉
仕
活
動
】 

戸
梶
利
夫
さ
ん
　
　
　
　
【
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
・
育
成
】 

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
マ
ド
ン
ナ
【
文
化
・
芸
能
活
動
推
進
】 

ひ
よ
こ
成
人
学
級
　
　
　
【
社
会
教
育
振
興
】 

  

齊
藤
真
帆
さ
ん
　
　
　
　
【
子
ど
も
県
展
「
図
画
の
部
」
推
薦
】 

中
山
千
幸
さ
ん
　
　
　
　
【
陸
上
競
技
大
会
で
の
活
躍
】 

日
高
中
学
校
陸
上
部
　
　
【
陸
上
競
技
大
会
で
の
活
躍
】 

日
高
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
【
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
の
活
躍
】 

式
豊
か
な
津
野
山
神
楽
、 

　
　
　 

参
加
者
を
魅
了 

古 
加茂

小学校

加茂

小学校

加茂

小学校
　加茂小学校は、福祉教育の
一環として、視覚障害者養護
老人ホーム「土佐くすのき荘」
に、４年生が訪問をさせてい
ただいています。 
　今年も２月28日に、４年
生13名が訪問、入所者の方々
と楽しい交流をもちました。
ありがとうございました。 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★  ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆  

 
は
じ
め
に
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏

と
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
リ
コ
ー
ダ
ー

や
歌
が
終
わ
る
た
び
に
拍
手
や
﹁
よ

う
が
ん
ば
っ
た
ね
え
。﹂﹁
上
手
や
ね

え
。﹂
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
が

い
ま
し
た
。
次
に
、
交
流
を
し
ま
し

た
。
私
の
相
手
を
し
て
く
れ
た
人
は
、

く
ま
ざ
わ
さ
ん
と
野
村
さ
ん
で
し
た
。

２
人
と
も
食
べ
物
の
好
き
き
ら
い
が

な
い
と
い
っ
て
い
た
の
が
ふ
し
ぎ
で

し
た
。
私
は
好
き
き
ら
い
が
あ
る
か

ら
で
す
。
話
が
進
ん
で
、
ど
こ
に
住

ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
野
村
さ
ん
は
、
九
頭
に
住
ん

で
い
て
、
く
ま
ざ
わ
さ
ん
は
、
県
外

に
住
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
１
時
間

の
交
流
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り

ま
し
た
。
も
っ
と
時
間
が
あ
れ
ば
い

い
の
に
と
思
い
ま
し
た
。

楽しかった
くすのき荘訪問
楽しかった
くすのき荘訪問
楽しかった
くすのき荘訪問

加茂小４年 
　山岡　佑 

日高中学校
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今
回
は
、「
漢
方
薬
」
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
形

式
で
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｑ
１
　「
漢
方
薬
」
と「
民
間
薬
」
の
違
い
っ
て
？ 

Ａ
　
漢
方
薬
は
専
門
家
が
、
東
洋
医
学
の
考
え

に
し
た
が
っ
て
お
薬
の
処
方
（
レ
シ
ピ
）

を
選
び
ま
す
。
自
然
の
恵
み
で
あ
る
植
物

な
ど
を
原
料
に
し
て
い
ま
す
が
、
厳
密
な

決
ま
り
、
処
方
に
し
た
が
っ
て
使
わ
れ
る

の
が
漢
方
薬
で
す
。 

一
方
、
身
近
な
植
物
を
、
料
理
や
健
康
増

進
の
た
め
に
口
伝
え
に
し
た
が
っ
て
使
う

の
が
民
間
薬
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
お
茶
が

わ
り
に
飲
ま
れ
、
煎
じ
る
量
も
飲
む
量
も

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

Ｑ
２
　
東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
（
新
薬
）
の
違

い
っ
て
？ 

Ａ
　
東
洋
医
学
で
は
、
ま
ず
、
全
身
を
見
て
、

原
因
と
な
っ
て
い
る
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
崩
れ
を
整
え
て
い
く
こ
と
で
症
状
を
ほ

ぐ
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
原
因
が
違
え

ば
服
用
す
る
漢
方
薬
も
違
っ
て
く
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
西
洋
医
学
で
は
、
人
体
を
部
分
部

分
で
と
ら
え
、
痛
む
所
が
あ
れ
ば
痛
み
止

め
を
、
熱
が
あ
れ
ば
解
熱
剤
を
使
い
ま
す
。 

 

Ｑ
３
　「
漢
方
薬
」
は
何
か
ら
で
き
て
い
て
、

ど
ん
な
形
が
あ
る
の
？ 

Ａ
　
漢
方
薬
は
、
天
然
の
食
物
の
根
・
樹
皮
・

種
子
・
果
実
、
動
物
、
鉱
物
な
ど
の
、
自

然
の
恵
み
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
原
料
を
、
生
薬
と
い
い
ま
す
。
た
い
て

い
の
漢
方
薬
が
２
種
類
以
上
の
生
薬
の
組

み
合
わ
せ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
漢
方
薬
に
は
様
々
な
形
が
あ
り
ま

す
。
生
薬
を
粉
に
し
た
『
散
』、
散
を
は

ち
み
つ
で
練
り
固
め
た
『
丸
』、
生
薬
を

そ
の
ま
ま
煮
出
し
て
飲
む
『
煎
じ
』、
そ

れ
を
加
工
し
た
エ
キ
ス
製
剤
（
軟
膏
、
顆

粒
、
錠
剤
、
液
体
）
な
ど
で
す
。 

 

Ｑ
４
　「
漢
方
薬
」
の
効
果
的
な
飲
み
方
は
？ 

Ａ
　
基
本
的
に
は
、
食
間
（
食
後
約
２
時
間
）

や
食
前
（
食
事
の
前
）
な
ど
の
空
腹
時
に

飲
む
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
吸
収
が
良
い
た
め
で
す
。 

漢
方
薬
の
名
前
に
多
い
、『
○
○
湯
』
の

『
湯
』
は
中
国
で
は
『
ス
ー
プ
』
の
意
味

で
す
。
漢
方
薬
は
い
わ
ば
薬
草
の
ス
ー
プ

療
法
で
す
。
も
と
も
と
温
か
い
状
態
で
飲

む
も
の
で
す
か
ら
、
エ
キ
ス
剤
は
白
湯
に

と
い
て
飲
む
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。 

 

Ｑ
５
　「
漢
方
薬
」
は
副
作
用
が
な
い
っ
て
本
当
？ 

Ａ
　
全
く
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
れ
に
、

薬
の
成
分
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

使
い
方
が
適
切
で
な
か
っ
た
と
き
に
は
、

胃
腸
障
害
、
肝
障
害
な
ど
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
副
作
用
が
起
こ
っ

た
と
し
て
も
、
激
し
い
も
の
は
少
な
く
、

発
生
頻
度
も
新
薬
に
比
べ
て
低
い
も
の
で

す
。 

ま
た
、
飲
み
は
じ
め
て
１
〜
２
日
目
に
症

状
が
悪
化
し
て
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ず
っ
と
固
定
さ
れ
て
い
た
症
状
が

薬
に
よ
り
動
き
は
じ
め
た
た
め
に
起
き
た
、

治
り
は
じ
め
る
前
兆
で
す
。『
瞑
舷
』
と

い
っ
て
、
副
作
用
と
は
区
別
し
ま
す
。 

め
ん
げ
ん 

　下記日程にて実施しますので愛犬を連れて最寄りの場所に 
おこしください。 

場　　　　所 

岩目地消防屯所 

竜石神社前 

宇井　赤はげ橋前（えんこう地蔵前） 

妹背口 

日高村役場裏（日下小体育館前） 

大川内入口 

馬越消防屯所 

猿田（郷土資料館駐車場） 

福良（細工所農村公園） 

日下公民館下分分館（小村集会所） 

柱谷（杉本橋前） 

名越屋集会所 

上名越屋（消防屯所前） 

本村（水道ポンプ場前） 

四神社前 

長畑（消防屯所前） 

長畑（小浜橋） 

鴨地記念碑前 

岩目地消防屯所 

日高村役場裏（日下小体育館前） 

日下公民館下分分館（小村集会所） 

岩目地消防屯所 

日高村役場裏（日下小体育館前） 

日下公民館下分分館（小村集会所） 

９：00～９：20

９：30～10：00

10：10～10：30

10：40～11：00

11：10～11：45

13：00～13：30

13：40～13：50

14：00～14：20

14：40～15：00

15：10～15：30

９：00～９：15

９：25～９：40

９：45～10：00

10：05～10：15

10：20～10：40

10：45～11：00

11：05～11：15

11：30～11：40

９：20～10：00

10：15～11：00

11：15～11：50

９：20～10：00

10：15～11：00

11：15～11：50

対象年齢 
●生後 91日以上の犬
 
料金（１頭につき） 
●登録料　3,000円（初回登録のみ必要）
●注射料　3,000円（毎年必要）
●鑑札再交付料
　　　　　1,600円（鑑札を紛失された方）
＊注意　今回初めて登録注射をされる方は 
登録料3,000円と注射料3,000円の両方で
6,000円が必要となります。 
 
その他届出事項 
次のような場合は、届出が必要となります。 
（先ずは電話等でご連絡ください、必要書類
を送付いたします。） 
●飼い犬が死亡したとき。 
●飼い犬を譲ったり、譲ってもらったりした
とき。 
●飼い主の住所や、犬の所在地がかわったと
き。 

　
村
で
は
、
な
お
一
層
の
生
ご
み

の
減
量
化
の
推
進
及
び
堆
肥
と
し

て
の
資
源
化
を
図
る
た
め
、
予
算

の
範
囲
内
で
生
ご
み
電
動
式
処
理

機
の
購
入
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

補
助
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

１
　
補
助
対
象
者 

①
日
高
村
の
住
民
基
本
台
帳
、
又

は
外
国
人
登
録
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
。 

②
住
所
、
又
は
居
住
地
に
て
処
理

機
を
設
置
し
維
持
管
理
が
で
き

る
方
。 

③
処
理
機
か
ら
排
出
さ
れ
る
堆
肥

化
物
を
処
理
で
き
る
方
。 

２
　
補
助
額 

　
処
理
機
購
入
費
（
消
費
税
込
み
）

に
２
分
の
１
を
乗
じ
た
額
（
１
、

０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し

限
度
額
を
２
０
、
０
０
０
円
と
し

ま
す
。 

３
　
申
請
方
法 

　
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
申
請
用
紙
が
あ
り
ま

す
の
で
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
予
算
に
限
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
定
数
に
達
し
し
だ

い
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
な
お
、
補
助
決
定
前
に
購
入
さ

れ
た
処
理
機
は
補
助
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。 

生
ご
み
電
動
処
理
機 

購
入
補
助
に
つ
い
て 

合
併
処
理
浄
化
槽 

設
置
整
備
事
業 

補
助
金
に
つ
い
て 

生
ご
み
電
動
処
理
機 

購
入
補
助
に
つ
い
て 

合
併
処
理
浄
化
槽 

設
置
整
備
事
業 

補
助
金
に
つ
い
て 

　
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
の

防
止
と
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造

を
図
る
た
め
、
毎
年
設
置
者
の
方

に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
て
い

ま
す
。 

１
　
補
助
対
象 

①
村
長
の
定
め
る
地
域
（
村
内
） 

②
買
主
が
決
ま
っ
て
い
な
い
建
売

住
宅
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

個
人
住
宅
の
み
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
又
、
現
在
は
村
外
に
住

ん
で
い
る
が
転
入
し
日
高
村
で

生
活
さ
れ
る
方
。 

２
　
補
助
額 

５
人
槽
　
３
５
４
、
０
０
０
円 ８

基 

６
〜
７
人
槽 

　
　
　
　
４
１
１
、
０
０
０
円 12

基 

　
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

（
本
年
度
は
基
数
に
限
り
が
あ
り

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
す
べ
て

に
補
助
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
ど
う
し
て
も
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
方
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。） 

３
　
受
付 

　
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

検
診
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す 

検
診
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す 

　
毎
年
能
津
と
日
下
地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
総
合
健
診
の
手

数
料
が
左
記
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。 

（
た
だ
し
70
歳
以
上
の
方
及
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料

に
な
っ
て
い
ま
す
。） 

◎ 検診手数料変更表 ◎ 

※乳がん検診は 17年度から40歳以上を対象とします。また子宮がん検診の対象者が
20歳からとなり２年に１回の受診となりましたので17年度（平成17年４月１日～
平成18年３月31日まで）の年齢が偶数年齢（20歳、22歳、24歳～など）の方を対
象とします。胸部レントゲン検査の対象者は40歳からとなりました。 

　尚、乳がん、子宮がん検診は能津地区を除いて別日程で実施することになりまし
たのでご注意ください。 

　　  検　診　名 

基本健診 

胃がん検診 

胸部（レントゲン） 

子宮がん検診 

乳がん検診（マンモ） 

大腸がん検診 

肺がん喀痰検診 

肝炎ウイルス検査 

検診費用 
（１人あたり） 

5,290円

4,513円

726円

3,024円

3,150円

1,614円

2,923円

2,463円 

16年度 

600円

500円

無料  

400円

500円

300円

400円

500円 

17年度 

1,300円

1,400円

無料   

1,000円

500円

500円

1,000円

無料  

個人負担金 

４月７日 
（木） 

４月８日 
（金） 

４月10日 
（日） 

５月８日 
（日） 

時　　間 獣医名 月日・曜日 

結城先生 

結城先生 

松下先生 

前田先生 
日高村保健センター

２４－７８５１ 

狂犬病の予防注射並びに鑑札の交付について 狂犬病の予防注射並びに鑑札の交付について 
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今
回
は
、「
漢
方
薬
」
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
形

式
で
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｑ
１
　「
漢
方
薬
」
と「
民
間
薬
」
の
違
い
っ
て
？ 

Ａ
　
漢
方
薬
は
専
門
家
が
、
東
洋
医
学
の
考
え

に
し
た
が
っ
て
お
薬
の
処
方
（
レ
シ
ピ
）

を
選
び
ま
す
。
自
然
の
恵
み
で
あ
る
植
物

な
ど
を
原
料
に
し
て
い
ま
す
が
、
厳
密
な

決
ま
り
、
処
方
に
し
た
が
っ
て
使
わ
れ
る

の
が
漢
方
薬
で
す
。 

一
方
、
身
近
な
植
物
を
、
料
理
や
健
康
増

進
の
た
め
に
口
伝
え
に
し
た
が
っ
て
使
う

の
が
民
間
薬
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
お
茶
が

わ
り
に
飲
ま
れ
、
煎
じ
る
量
も
飲
む
量
も

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

Ｑ
２
　
東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
（
新
薬
）
の
違

い
っ
て
？ 

Ａ
　
東
洋
医
学
で
は
、
ま
ず
、
全
身
を
見
て
、

原
因
と
な
っ
て
い
る
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
崩
れ
を
整
え
て
い
く
こ
と
で
症
状
を
ほ

ぐ
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
原
因
が
違
え

ば
服
用
す
る
漢
方
薬
も
違
っ
て
く
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
西
洋
医
学
で
は
、
人
体
を
部
分
部

分
で
と
ら
え
、
痛
む
所
が
あ
れ
ば
痛
み
止

め
を
、
熱
が
あ
れ
ば
解
熱
剤
を
使
い
ま
す
。 

 

Ｑ
３
　「
漢
方
薬
」
は
何
か
ら
で
き
て
い
て
、

ど
ん
な
形
が
あ
る
の
？ 

Ａ
　
漢
方
薬
は
、
天
然
の
食
物
の
根
・
樹
皮
・

種
子
・
果
実
、
動
物
、
鉱
物
な
ど
の
、
自

然
の
恵
み
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
原
料
を
、
生
薬
と
い
い
ま
す
。
た
い
て

い
の
漢
方
薬
が
２
種
類
以
上
の
生
薬
の
組

み
合
わ
せ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
漢
方
薬
に
は
様
々
な
形
が
あ
り
ま

す
。
生
薬
を
粉
に
し
た
『
散
』、
散
を
は

ち
み
つ
で
練
り
固
め
た
『
丸
』、
生
薬
を

そ
の
ま
ま
煮
出
し
て
飲
む
『
煎
じ
』、
そ

れ
を
加
工
し
た
エ
キ
ス
製
剤
（
軟
膏
、
顆

粒
、
錠
剤
、
液
体
）
な
ど
で
す
。 

 

Ｑ
４
　「
漢
方
薬
」
の
効
果
的
な
飲
み
方
は
？ 

Ａ
　
基
本
的
に
は
、
食
間
（
食
後
約
２
時
間
）

や
食
前
（
食
事
の
前
）
な
ど
の
空
腹
時
に

飲
む
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
吸
収
が
良
い
た
め
で
す
。 

漢
方
薬
の
名
前
に
多
い
、『
○
○
湯
』
の

『
湯
』
は
中
国
で
は
『
ス
ー
プ
』
の
意
味

で
す
。
漢
方
薬
は
い
わ
ば
薬
草
の
ス
ー
プ

療
法
で
す
。
も
と
も
と
温
か
い
状
態
で
飲

む
も
の
で
す
か
ら
、
エ
キ
ス
剤
は
白
湯
に

と
い
て
飲
む
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。 
 

Ｑ
５
　「
漢
方
薬
」
は
副
作
用
が
な
い
っ
て
本
当
？ 

Ａ
　
全
く
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
れ
に
、

薬
の
成
分
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

使
い
方
が
適
切
で
な
か
っ
た
と
き
に
は
、

胃
腸
障
害
、
肝
障
害
な
ど
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
副
作
用
が
起
こ
っ

た
と
し
て
も
、
激
し
い
も
の
は
少
な
く
、

発
生
頻
度
も
新
薬
に
比
べ
て
低
い
も
の
で

す
。 

ま
た
、
飲
み
は
じ
め
て
１
〜
２
日
目
に
症

状
が
悪
化
し
て
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ず
っ
と
固
定
さ
れ
て
い
た
症
状
が

薬
に
よ
り
動
き
は
じ
め
た
た
め
に
起
き
た
、

治
り
は
じ
め
る
前
兆
で
す
。『
瞑
舷
』
と

い
っ
て
、
副
作
用
と
は
区
別
し
ま
す
。 

め
ん
げ
ん 

　下記日程にて実施しますので愛犬を連れて最寄りの場所に 
おこしください。 

場　　　　所 

岩目地消防屯所 

竜石神社前 

宇井　赤はげ橋前（えんこう地蔵前） 

妹背口 

日高村役場裏（日下小体育館前） 

大川内入口 

馬越消防屯所 

猿田（郷土資料館駐車場） 

福良（細工所農村公園） 

日下公民館下分分館（小村集会所） 

柱谷（杉本橋前） 

名越屋集会所 

上名越屋（消防屯所前） 

本村（水道ポンプ場前） 

四神社前 

長畑（消防屯所前） 

長畑（小浜橋） 

鴨地記念碑前 

岩目地消防屯所 

日高村役場裏（日下小体育館前） 

日下公民館下分分館（小村集会所） 

岩目地消防屯所 

日高村役場裏（日下小体育館前） 

日下公民館下分分館（小村集会所） 

９：00～９：20

９：30～10：00

10：10～10：30

10：40～11：00

11：10～11：45

13：00～13：30

13：40～13：50

14：00～14：20

14：40～15：00

15：10～15：30

９：00～９：15

９：25～９：40

９：45～10：00

10：05～10：15

10：20～10：40

10：45～11：00

11：05～11：15

11：30～11：40

９：20～10：00

10：15～11：00

11：15～11：50

９：20～10：00

10：15～11：00

11：15～11：50

対象年齢 
●生後 91日以上の犬
 
料金（１頭につき） 
●登録料　3,000円（初回登録のみ必要）
●注射料　3,000円（毎年必要）
●鑑札再交付料
　　　　　1,600円（鑑札を紛失された方）
＊注意　今回初めて登録注射をされる方は 
登録料3,000円と注射料3,000円の両方で
6,000円が必要となります。 
 
その他届出事項 
次のような場合は、届出が必要となります。 
（先ずは電話等でご連絡ください、必要書類
を送付いたします。） 
●飼い犬が死亡したとき。 
●飼い犬を譲ったり、譲ってもらったりした
とき。 
●飼い主の住所や、犬の所在地がかわったと
き。 

　
村
で
は
、
な
お
一
層
の
生
ご
み

の
減
量
化
の
推
進
及
び
堆
肥
と
し

て
の
資
源
化
を
図
る
た
め
、
予
算

の
範
囲
内
で
生
ご
み
電
動
式
処
理

機
の
購
入
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

補
助
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

１
　
補
助
対
象
者 

①
日
高
村
の
住
民
基
本
台
帳
、
又

は
外
国
人
登
録
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
。 

②
住
所
、
又
は
居
住
地
に
て
処
理

機
を
設
置
し
維
持
管
理
が
で
き

る
方
。 

③
処
理
機
か
ら
排
出
さ
れ
る
堆
肥

化
物
を
処
理
で
き
る
方
。 

２
　
補
助
額 

　
処
理
機
購
入
費
（
消
費
税
込
み
）

に
２
分
の
１
を
乗
じ
た
額
（
１
、

０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し

限
度
額
を
２
０
、
０
０
０
円
と
し

ま
す
。 

３
　
申
請
方
法 

　
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
申
請
用
紙
が
あ
り
ま

す
の
で
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
予
算
に
限
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
定
数
に
達
し
し
だ

い
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
な
お
、
補
助
決
定
前
に
購
入
さ

れ
た
処
理
機
は
補
助
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。 

生
ご
み
電
動
処
理
機 

購
入
補
助
に
つ
い
て 

合
併
処
理
浄
化
槽 

設
置
整
備
事
業 

補
助
金
に
つ
い
て 

生
ご
み
電
動
処
理
機 

購
入
補
助
に
つ
い
て 

合
併
処
理
浄
化
槽 

設
置
整
備
事
業 

補
助
金
に
つ
い
て 

　
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
の

防
止
と
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造

を
図
る
た
め
、
毎
年
設
置
者
の
方

に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
て
い

ま
す
。 

１
　
補
助
対
象 

①
村
長
の
定
め
る
地
域
（
村
内
） 

②
買
主
が
決
ま
っ
て
い
な
い
建
売

住
宅
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

個
人
住
宅
の
み
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
又
、
現
在
は
村
外
に
住

ん
で
い
る
が
転
入
し
日
高
村
で

生
活
さ
れ
る
方
。 

２
　
補
助
額 

５
人
槽
　
３
５
４
、
０
０
０
円 ８

基 

６
〜
７
人
槽 

　
　
　
　
４
１
１
、
０
０
０
円 12

基 

　
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

（
本
年
度
は
基
数
に
限
り
が
あ
り

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
す
べ
て

に
補
助
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
ど
う
し
て
も
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
方
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。） 

３
　
受
付 

　
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

検
診
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す 

検
診
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す 

　
毎
年
能
津
と
日
下
地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
総
合
健
診
の
手

数
料
が
左
記
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。 

（
た
だ
し
70
歳
以
上
の
方
及
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料

に
な
っ
て
い
ま
す
。） 

◎ 検診手数料変更表 ◎ 

※乳がん検診は 17年度から40歳以上を対象とします。また子宮がん検診の対象者が
20歳からとなり２年に１回の受診となりましたので17年度（平成17年４月１日～
平成18年３月31日まで）の年齢が偶数年齢（20歳、22歳、24歳～など）の方を対
象とします。胸部レントゲン検査の対象者は40歳からとなりました。 
　尚、乳がん、子宮がん検診は能津地区を除いて別日程で実施することになりまし
たのでご注意ください。 

　　  検　診　名 

基本健診 

胃がん検診 

胸部（レントゲン） 

子宮がん検診 

乳がん検診（マンモ） 

大腸がん検診 

肺がん喀痰検診 

肝炎ウイルス検査 

検診費用 
（１人あたり） 

5,290円

4,513円

726円

3,024円

3,150円

1,614円

2,923円

2,463円 

16年度 

600円

500円

無料  

400円

500円

300円

400円

500円 

17年度 

1,300円

1,400円

無料   

1,000円

500円

500円

1,000円

無料  

個人負担金 

４月７日 
（木） 

４月８日 
（金） 

４月10日 
（日） 

５月８日 
（日） 

時　　間 獣医名 月日・曜日 

結城先生 

結城先生 

松下先生 

前田先生 
日高村保健センター

２４－７８５１ 

狂犬病の予防注射並びに鑑札の交付について 狂犬病の予防注射並びに鑑札の交付について 
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宅
地
　
　
住
宅 

181.7㎡

48.68㎡

日
高
村 

住
宅
は
、 

築
後
年
数
32
年 

種
　
目 

数
　
量 

所
有
者 

備
　
考 

日
高
村
宮
ノ
谷 

　
　
　
544
番
地
９ 

土
地
　
　
建
物 

所
在
地 

区
　
分 公

売
広
告

公
売
広
告

公
売
広
告

　
料
金
は
、
１
ヶ
月
に
つ
き
、
右
記
の
表
に
よ

り
算
定
し
た
基
本
料
金
と
超
過
水
量
料
金
の
合

計
額
に
100
分
の
105
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。 

　
こ
の
場
合
、
そ
の
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が

生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と

す
る
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
高
村
役
場
建
設
課
水

道
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
２
４
｜
５
１
１
４ 

水道係よりお知らせ

平成17年４月１日より水道料金が改定されます。

水道料金１月につき 

基本料金 超過水量料金 

水　量 

８立方メートルまで 

金額 

500円 

水　量 

１立方メートルにつき 

金額 

80円 

改
定
前 

水道料金１月につき 

基本料金 超過水量料金 

水　量 

８立方メートルまで 

金額 

650円 

水　量 

１立方メートルにつき 

金額 

100円 

改
定
後 

１
　
公
売
物
件 

                  

２
　
公
売
の
方
法 

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
。 

 

３
　
入
札
者
の
資
格 

　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。 

（１） 

　
一
般
競
争
入
札
に
当
該
入
札
に

係
る
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有

し
な
い
者
及
び
破
産
者
で
復
権
を

得
な
い
者
。 

（２）  

地
方
自
治
法
施
行
令
第
167
条
の

４
第
２
項
各
号
の
規
定
に
該
当
す

る
者
で
、
当
該
事
実
が
あ
っ
た
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者
。 

（３）  

公
有
財
産
に
関
す
る
事
務
に
従

事
す
る
職
員
で
、
地
方
自
治
法
第

238
条
の
３
の
規
定
に
該
当
す
る
者
。 

 

４
　
入
札
心
得
書
並
び
に
契
約
条
項

を
示
す
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先 

　
日
高
村
役
場
企
画
課 

（
日
高
村
本
郷
61 

｜
１
） 

　
　
　
２
４
｜
５
１
１
３ 

 
５
　
現
場
説
明
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
４
月
20
日
（水）  

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら 

○
場
所
　
現
地
（
能
津
地
区
宮
ノ
谷
・

富
田
商
店
西
へ
100
ｍ
）
に

て
行
う 

 

６
　
入
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
４
月
27
日
（水）  

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら 

○
場
所
　
日
高
村
役
場
２
階 

　
　
　
　「
北
会
議
室
」 

※
開
札
は
、
入
札
締
め
切
り
後
直
ち

に
行
う
。 

 

７
　
無
効
入
札 

　
３
に
掲
げ
る
入
札
者
の
資
格
の
な

い
者
の
入
札
及
び
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と

す
る
。 

（１） 

　
村
有
財
産
一
般
競
争
入
札
参
加

申
込
書
（
入
札
参
加
者
が
代
理
人

で
あ
る
場
合
は
、
本
人
の
委
任
状

を
添
付
す
る
こ
と
。） 

（２） 

　
入
札
に
際
し
、
不
正
の
行
為
が

あ
っ
た
と
き
。 

（３） 

　
入
札
者
又
は
、
そ
の
代
理
人
が

同
一
の
入
札
に
つ
い
て
２
以
上
の

入
札
を
し
た
と
き
。 

（４） 

　
入
札
書
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ

て
は
代
表
者
の
氏
名
）
そ
の
他
重

要
な
文
字
及
び
証
印
が
誤
脱
し
、

又
は
不
明
な
と
き
。 

（５） 

　
入
札
書
の
金
額
を
訂
正
し
て
い

る
と
き
。 

（６） 

　
公
売
広
告
又
は
入
札
心
得
事
項

に
違
反
し
た
と
き
。 

（７） 

　
入
札
担
当
者
の
指
示
に
従
わ
な

い
と
き
。 

（８） 

　
郵
送
又
は
電
報
に
よ
る
入
札
。 

（９） 

　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

入
札
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。 

 

８
　
契
約
書
の
作
成
の
要
否 

　
契
約
書
の
作
成
を
要
す
る
。 

 
９
　
そ
の
他 

　
現
場
説
明
に
不
参
加
の
者
が
入
札

に
参
加
し
た
場
合
は
、
現
場
説
明
に

お
け
る
各
種
事
項
に
つ
い
て
、
す
で

に
了
知
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。 

 

平
成
17
年
３
月
15
日 

高
岡
郡
日
高
村
長
　 

中
野
　
益
　 

　去る３月20日、日高村と佐川町との合併の賛否を問う住民投票が、
両町村でそれぞれ実施され、即日開票されました。その結果を村民
の皆様に報告します。 

日高村は賛成多数 日高村は賛成多数 
　開票は午後８時半、日下小学校体育館と佐川町役場で同時にス

タートし、日高村では賛成が2,285票（有効投票の72.79％）で、反
対854票を1,431票上回り、合併賛成が多数をしめました。 

佐川町は反対多数 佐川町は反対多数 
　一方、佐川町では反対が4,266票（有効投票の57.69％）
で、賛成3,129票を1,137票上回りました。 

合併協議会は廃止へ 合併協議会は廃止へ 

　住民投票の結果を受け、３月29日に両
町村で臨時議会が開催され、佐川町・日

高村合併協議会を４月30日をもって廃止
する議案が議決され、佐川町との合併が

白紙となりました。

　今後は単独自立での村政運営となりま

すが、村民の皆様には一層のご理解ご協

力を賜りますようお願いいたします。

　最後に、合併に関する説明会等へご参

加いただきました皆様方並びに住民投票

にご理解ご協力いただきました皆様方に

感謝申しあげますと共に、圧倒的多数の

合併賛成にもかかわらずこのような結果

になりましたことにお詫びを申し上げま

す。 

佐川町との合併についての 
賛否を問う 
住民投票の結果報告 

佐川町との合併についての 
賛否を問う 
住民投票の結果報告 

2,285

854

5,154人

3,182人

3,139票

43票

61.74％

3,129

4,266

12,164人

7,478人

7,395票

83票

61.48％

 

賛　成 

反　対 

当日有権者数 

投票者数 

有　効 

無　効 

投票率 

日高村 日高村 佐川町 佐川町 
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544
番
地
９ 

土
地
　
　
建
物 

所
在
地 

区
　
分 公

売
広
告

公
売
広
告

公
売
広
告

　
料
金
は
、
１
ヶ
月
に
つ
き
、
右
記
の
表
に
よ

り
算
定
し
た
基
本
料
金
と
超
過
水
量
料
金
の
合

計
額
に
100
分
の
105
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。 

　
こ
の
場
合
、
そ
の
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が

生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と

す
る
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
高
村
役
場
建
設
課
水

道
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
２
４
｜
５
１
１
４ 

水道係よりお知らせ

平成17年４月１日より水道料金が改定されます。

水道料金１月につき 

基本料金 超過水量料金 

水　量 

８立方メートルまで 

金額 

500円 

水　量 

１立方メートルにつき 

金額 

80円 

改
定
前 

水道料金１月につき 

基本料金 超過水量料金 

水　量 

８立方メートルまで 

金額 

650円 

水　量 

１立方メートルにつき 

金額 

100円 

改
定
後 

１
　
公
売
物
件 

                  

２
　
公
売
の
方
法 

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
。 

 

３
　
入
札
者
の
資
格 

　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。 

（１） 

　
一
般
競
争
入
札
に
当
該
入
札
に

係
る
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有

し
な
い
者
及
び
破
産
者
で
復
権
を

得
な
い
者
。 

（２）  

地
方
自
治
法
施
行
令
第
167
条
の

４
第
２
項
各
号
の
規
定
に
該
当
す

る
者
で
、
当
該
事
実
が
あ
っ
た
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者
。 

（３）  

公
有
財
産
に
関
す
る
事
務
に
従

事
す
る
職
員
で
、
地
方
自
治
法
第

238
条
の
３
の
規
定
に
該
当
す
る
者
。 

 

４
　
入
札
心
得
書
並
び
に
契
約
条
項

を
示
す
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先 

　
日
高
村
役
場
企
画
課 

（
日
高
村
本
郷
61 

｜
１
） 

　
　
　
２
４
｜
５
１
１
３ 

 

５
　
現
場
説
明
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
４
月
20
日
（水）  

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら 

○
場
所
　
現
地
（
能
津
地
区
宮
ノ
谷
・

富
田
商
店
西
へ
100
ｍ
）
に

て
行
う 

 

６
　
入
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
４
月
27
日
（水）  

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら 

○
場
所
　
日
高
村
役
場
２
階 

　
　
　
　「
北
会
議
室
」 

※
開
札
は
、
入
札
締
め
切
り
後
直
ち

に
行
う
。 

 

７
　
無
効
入
札 

　
３
に
掲
げ
る
入
札
者
の
資
格
の
な

い
者
の
入
札
及
び
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と

す
る
。 

（１） 

　
村
有
財
産
一
般
競
争
入
札
参
加

申
込
書
（
入
札
参
加
者
が
代
理
人

で
あ
る
場
合
は
、
本
人
の
委
任
状

を
添
付
す
る
こ
と
。） 

（２） 

　
入
札
に
際
し
、
不
正
の
行
為
が

あ
っ
た
と
き
。 

（３） 

　
入
札
者
又
は
、
そ
の
代
理
人
が

同
一
の
入
札
に
つ
い
て
２
以
上
の

入
札
を
し
た
と
き
。 

（４） 

　
入
札
書
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ

て
は
代
表
者
の
氏
名
）
そ
の
他
重

要
な
文
字
及
び
証
印
が
誤
脱
し
、

又
は
不
明
な
と
き
。 

（５） 

　
入
札
書
の
金
額
を
訂
正
し
て
い

る
と
き
。 

（６） 

　
公
売
広
告
又
は
入
札
心
得
事
項

に
違
反
し
た
と
き
。 

（７） 

　
入
札
担
当
者
の
指
示
に
従
わ
な

い
と
き
。 

（８） 

　
郵
送
又
は
電
報
に
よ
る
入
札
。 

（９） 

　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

入
札
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。 

 

８
　
契
約
書
の
作
成
の
要
否 

　
契
約
書
の
作
成
を
要
す
る
。 

 

９
　
そ
の
他 

　
現
場
説
明
に
不
参
加
の
者
が
入
札

に
参
加
し
た
場
合
は
、
現
場
説
明
に

お
け
る
各
種
事
項
に
つ
い
て
、
す
で

に
了
知
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。 

 

平
成
17
年
３
月
15
日 

高
岡
郡
日
高
村
長
　 

中
野
　
益
　 

　去る３月20日、日高村と佐川町との合併の賛否を問う住民投票が、
両町村でそれぞれ実施され、即日開票されました。その結果を村民
の皆様に報告します。 

日高村は賛成多数 日高村は賛成多数 
　開票は午後８時半、日下小学校体育館と佐川町役場で同時にス

タートし、日高村では賛成が2,285票（有効投票の72.79％）で、反
対854票を1,431票上回り、合併賛成が多数をしめました。 

佐川町は反対多数 佐川町は反対多数 
　一方、佐川町では反対が4,266票（有効投票の57.69％）
で、賛成3,129票を1,137票上回りました。 

合併協議会は廃止へ 合併協議会は廃止へ 

　住民投票の結果を受け、３月29日に両
町村で臨時議会が開催され、佐川町・日

高村合併協議会を４月30日をもって廃止
する議案が議決され、佐川町との合併が

白紙となりました。

　今後は単独自立での村政運営となりま

すが、村民の皆様には一層のご理解ご協

力を賜りますようお願いいたします。

　最後に、合併に関する説明会等へご参

加いただきました皆様方並びに住民投票

にご理解ご協力いただきました皆様方に

感謝申しあげますと共に、圧倒的多数の

合併賛成にもかかわらずこのような結果

になりましたことにお詫びを申し上げま

す。 

佐川町との合併についての 
賛否を問う 
住民投票の結果報告 

佐川町との合併についての 
賛否を問う 
住民投票の結果報告 

2,285

854

5,154人

3,182人

3,139票

43票

61.74％

3,129

4,266

12,164人

7,478人

7,395票

83票

61.48％

 

賛　成 

反　対 

当日有権者数 

投票者数 

有　効 

無　効 

投票率 

日高村 日高村 佐川町 佐川町 



─広報ひだか４月号─　（10）（11）　─広報ひだか４月号─

　次に記載する事業については、平成17年４月１日からは

変更または廃止となります。 

Ⅰ　日高村チャイルドシート補助事業 
　平成17年３月31日申請分をもって廃止 
 
Ⅱ　日高村母子家庭高校奨学金事業 
　平成17年３月31日をもって廃止 
 
Ⅲ　日高村新生児祝金事業 
　平成17年３月31日出生児までが対象となり、以後、廃止 
 
Ⅳ　医療費助成事業 
　①障害〈注１〉・父子家庭 
　　平成17年３月31日診療分までが対象となり、以後、廃止 
　　　〈注１〉助成廃止の障害等級と助成内容 
　　・身体障害者手帳３級・療育手帳Ｂ１：保険適用内医療費 
　　・身体障害者手帳４級　　　　　　　：入院治療の保険適用内医療費 
　　・身体障害者手帳５級・精神障害者保健福祉手帳 

：低所得者（村民税均等割以下）世帯の入院治療の保険適用内医療費 
　　　〈注２〉身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ１・Ａ２は、現行とおり 
　②幼児 
　合併の説明会資料では、対象年齢を平成17年４月１日より４歳未満までとして
おりましたが、現行どおり就学前までとなります。なお、平成17年10月より高知
県の見直し（案）では、所得制限つきで就学前までが対象となります。決定次第、
連絡いたします。 
 

Ⅴ　日高村福祉券（タクシー券・ガソリン券・オムツ券）支給事業 
　平成17年４月１日申請分より、タクシー・ガソリン・オムツの共通券となります。
対象者は、在宅で生活する身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ１・Ａ２、精神障害
者保健福祉手帳１・２級。支給枚数は、500円券×36枚綴り（18,000円分）となります。  
Ⅵ　日高村心身障害児福祉年金事業 
　平成17年３月31日をもって廃止 
 
Ⅶ　日高村介護用品等の支給事業 
　平成17年４月１日より、福祉オムツ券の支給が年額26,400円に変更となります。 
 
Ⅷ　日高村在宅介護手当支給事業 
　平成17年３月31日をもって廃止 
 
Ⅸ　日高村高齢者健康センターについて 
　平成17年４月１日より、使用料として１回100円（プール・マシン両方使用可能）を
徴収させていただきます。 

〈お問い合わせ〉 

健康福祉課 

（日高村保健センター） 

　　24-7851

健康福祉課
福祉係より

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
介
護
保

険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

も
う
一
度
介
護
保
険
制
度
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
く
、

今
回
は
、
介
護
保
険
料
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

　
介
護
保
険
の
財
源
は
、
国
や

県
、
市
町
村
の
負
担
金
と
、
40

歳
以
上
の
方
々
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
保
険
料
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

み
な
さ
ま
が
受
け
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
用
の
保
険
給
付
分
（
利

用
者
負
担
１
割
を
除
い
た
、
９

割
分
）
や
、
審
査
支
払
手
数
料

等
に
か
か
る
費
用
に
あ
て
ら
れ

ま
す
。 

　
65
歳
以
上
の
み
な
さ
ま
に
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
料

は
、
下
図
の
と
お
り
、
全
体
の

18
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
の
日
高
村
の
介
護
保
険

料
は
、
標
準
的
な
方
で
月
額
４
、

２
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の
決
め
方
は
、
平

成
15
・
16
・
17
年
度
の
日
高
村

民
の
み
な
さ
ま
の
利
用
さ
れ
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
保
険
給

付
分
の
18
％
を
日
高
村
内
の
65

歳
以
上
の
方
で
、
割
っ
て
算
出

し
た
額
で
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、
予

想
を
上
回
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
給
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
、
平
成
18

年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
は
現

在
の
月
額
４
、
２
０
０
円
を
大

幅
に
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
の

必
要
な
方
を
地
域
で
支
え
る
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な

方
に
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
た
だ
き
、
安
心
し

て
生
活
し
て
い
た
だ
く
為
の
制

度
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は

保
険
料
の
負
担
が
み
な
さ
ま
の

生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の

も
現
実
で
す
。
今
後
そ
の
影
響

を
少
し
で
も
お
さ
え
る
為
に
、

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
長
く
維

持
で
き
る
こ
こ
ろ
み
や
、
地
域

で
の
お
互
い
の
声
掛
け
、
見
守

り
等
、
地
域
で
で
き
る
支
援
を

さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

介
護
保
険
料
と 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の 

関
係
に
つ
い
て 

介護保険
係より

65歳以上の人の保険料 

市区町村（保険者） 

介護保険給付 

40歳から 

64歳の人の保険料 

（第２号被保険者） 

　　　　　32％ 

市区町村の 
負担金 
　12.5％ 

都道府県 
の負担金 
12.5％ 

国の負担金 
25％ 

　  65歳以上 
　の人の 
（第１号被保険者） 
　　18％ 保険料 

公　費 
利用者負担 （　　　　 ） うち５％程度 

は調整交付金 

年金から天引き 個別に納付 

40歳から64歳の人の 
保険料 

国保、健保などの 
医療保険料とあわせて納付 

社会保険診療報酬支払基金 社会保険庁 市区町村 

介
護
保
険
の
財
源 
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　次に記載する事業については、平成17年４月１日からは

変更または廃止となります。 

Ⅰ　日高村チャイルドシート補助事業 
　平成17年３月31日申請分をもって廃止 
 
Ⅱ　日高村母子家庭高校奨学金事業 
　平成17年３月31日をもって廃止 
 
Ⅲ　日高村新生児祝金事業 
　平成17年３月31日出生児までが対象となり、以後、廃止 
 
Ⅳ　医療費助成事業 
　①障害〈注１〉・父子家庭 
　　平成17年３月31日診療分までが対象となり、以後、廃止 
　　　〈注１〉助成廃止の障害等級と助成内容 
　　・身体障害者手帳３級・療育手帳Ｂ１：保険適用内医療費 
　　・身体障害者手帳４級　　　　　　　：入院治療の保険適用内医療費 
　　・身体障害者手帳５級・精神障害者保健福祉手帳 

：低所得者（村民税均等割以下）世帯の入院治療の保険適用内医療費 
　　　〈注２〉身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ１・Ａ２は、現行とおり 
　②幼児 
　合併の説明会資料では、対象年齢を平成17年４月１日より４歳未満までとして
おりましたが、現行どおり就学前までとなります。なお、平成17年10月より高知
県の見直し（案）では、所得制限つきで就学前までが対象となります。決定次第、
連絡いたします。 
 

Ⅴ　日高村福祉券（タクシー券・ガソリン券・オムツ券）支給事業 
　平成17年４月１日申請分より、タクシー・ガソリン・オムツの共通券となります。
対象者は、在宅で生活する身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ１・Ａ２、精神障害
者保健福祉手帳１・２級。支給枚数は、500円券×36枚綴り（18,000円分）となります。  
Ⅵ　日高村心身障害児福祉年金事業 
　平成17年３月31日をもって廃止 
 
Ⅶ　日高村介護用品等の支給事業 
　平成17年４月１日より、福祉オムツ券の支給が年額26,400円に変更となります。 
 
Ⅷ　日高村在宅介護手当支給事業 
　平成17年３月31日をもって廃止 
 
Ⅸ　日高村高齢者健康センターについて 
　平成17年４月１日より、使用料として１回100円（プール・マシン両方使用可能）を
徴収させていただきます。 

〈お問い合わせ〉 

健康福祉課 

（日高村保健センター） 

　　24-7851

健康福祉課
福祉係より

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
介
護
保

険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

も
う
一
度
介
護
保
険
制
度
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
く
、

今
回
は
、
介
護
保
険
料
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

　
介
護
保
険
の
財
源
は
、
国
や

県
、
市
町
村
の
負
担
金
と
、
40

歳
以
上
の
方
々
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
保
険
料
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

み
な
さ
ま
が
受
け
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
用
の
保
険
給
付
分
（
利

用
者
負
担
１
割
を
除
い
た
、
９

割
分
）
や
、
審
査
支
払
手
数
料

等
に
か
か
る
費
用
に
あ
て
ら
れ

ま
す
。 

　
65
歳
以
上
の
み
な
さ
ま
に
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
料

は
、
下
図
の
と
お
り
、
全
体
の

18
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
の
日
高
村
の
介
護
保
険

料
は
、
標
準
的
な
方
で
月
額
４
、

２
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の
決
め
方
は
、
平

成
15
・
16
・
17
年
度
の
日
高
村

民
の
み
な
さ
ま
の
利
用
さ
れ
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
保
険
給

付
分
の
18
％
を
日
高
村
内
の
65

歳
以
上
の
方
で
、
割
っ
て
算
出

し
た
額
で
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、
予

想
を
上
回
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
給
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
、
平
成
18

年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
は
現

在
の
月
額
４
、
２
０
０
円
を
大

幅
に
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
の

必
要
な
方
を
地
域
で
支
え
る
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な

方
に
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
た
だ
き
、
安
心
し

て
生
活
し
て
い
た
だ
く
為
の
制

度
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は

保
険
料
の
負
担
が
み
な
さ
ま
の

生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の

も
現
実
で
す
。
今
後
そ
の
影
響

を
少
し
で
も
お
さ
え
る
為
に
、

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
長
く
維

持
で
き
る
こ
こ
ろ
み
や
、
地
域

で
の
お
互
い
の
声
掛
け
、
見
守

り
等
、
地
域
で
で
き
る
支
援
を

さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

介
護
保
険
料
と 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の 

関
係
に
つ
い
て 

介護保険
係より

65歳以上の人の保険料 

市区町村（保険者） 

介護保険給付 

40歳から 

64歳の人の保険料 

（第２号被保険者） 

　　　　　32％ 

市区町村の 
負担金 
　12.5％ 

都道府県 
の負担金 
12.5％ 

国の負担金 
25％ 

　  65歳以上 
　の人の 
（第１号被保険者） 
　　18％ 保険料 

公　費 
利用者負担 （　　　　 ） うち５％程度 

は調整交付金 

年金から天引き 個別に納付 

40歳から64歳の人の 
保険料 

国保、健保などの 
医療保険料とあわせて納付 

社会保険診療報酬支払基金 社会保険庁 市区町村 

介
護
保
険
の
財
源 
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二
、
ヒ
ス
ト
リ
ー
② 

　
第
１
回
国
際
ハ
ン
セ
ン
病

会
議
（
１
８
９
７
年
・
ド
イ

ツ
）
に
お
い
て
、
ハ
ン
セ
ン

病
は
感
染
症
で
あ
る
が
そ
の

感
染
力
は
と
て
も
弱
い
こ
と
、

そ
し
て
、
ら
い
菌
自
体
も
と

て
も
弱
い
菌
で
あ
る
こ
と
等

が
、
は
っ
き
り
と
解
明
さ
れ

ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
日
本
で
は
こ
れ

以
降
、
患
者
達
に
対
す
る
療

養
施
設
へ
の
隔
離
政
策
が
始

ま
り
、
そ
し
て
強
化
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？ 

 

　
開
国
に
よ
り
、
た
く
さ
ん

の
外
国
人
が
日
本
に
や
っ
て

来
た
こ
の
頃
。 

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
家
族

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
た

め
、
家
を
離
れ
、
神
社
や
お

寺
の
敷
地
内
等
で
生
活
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
患

者
達
は
、
そ
の
外

国
人
達
に
強
い
印

象
を
与
え
ま
し
た
。 

　
や
が
て
彼
ら
の

中
か
ら
、
患
者
達

の
救
済
活
動
に
取

り
組
む
人
々
が
現

れ
、
各
地
に
ハ
ン

セ
ン
病
の
療
養
施

設
が
設
立
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
　 

　
こ
う
し
て
、
民

間
の
人
達
に
よ
る

日
本
で
の
本
格
的

な
治
療
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
一
方
で
政
府
は

患
者
達
に
対
し
て
何
も
対
策

を
と
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
姿

勢
は
世
界
か
ら
の
批
判
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

　
１
９
０
７
年 

　「
法
律
第
11
号
」 

　
ら
い
予
防
に
関
す
る
件
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

             
　
世
界
か
ら
の
批

判
を
受
け
た
政
府

は
１
９
０
９
年
、
全
国
を
５

地
域
に
分
け
、
そ
の
５
カ
所

に
公
立
の
療
養
所
を
開
設
し
、

患
者
達
を
収
容
し
て
い
き
ま

し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
れ
は
神
社
や

お
寺
の
敷
地
等
で
生
活
し
て

い
る
患
者
達
の
み
で
、
自
宅

で
生
活
し
て
い
る
患
者
達
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

全
国
５
カ
所
の
収
容
人
数
は
、

当
時
の
日
本
の
患
者
総
数
に

対
し
て
わ
ず
か
３
〜
５
％
程

度
に
し
か
な
ら
ず
、
療
養
所

に
お
い
て
も
、
病
気
に
対
し

て
の
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　「
文
明
国
」
の
仲
間
入
り

を
望
む
政
府
に
と
っ
て
ま
ず

必
要
で
あ
っ
た
の
は
、
世
界

か
ら
の
批
判
を
受
け
る
大
き

な
理
由
と
な
っ
た
患
者
達
を

隔
離
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
治
療
す
る
こ
と

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。 

　
さ
ら
に
政
府
は
隔
離
政
策

を
強
化
す
る
た
め
、
と
て
も

弱
い
感
染
症
で
あ
る
こ
と
が

解
明
さ
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
を
、

「
と
て
も
恐
ろ
し
い
感
染
症

で
あ
る
」
と
し
て
、
宣
伝
活

動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
人
々
の
意
識
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
ケ
ガ
レ
や
病
気

に
対
す
る
恐
れ
、
偏
見
と
い

っ
た
意
識
と
共
に
、
政
府
の

「
恐
ろ
し
い
感
染
症
だ
」
と

い
う
宣
伝
に
よ
り
、
新
た
に

ハ
ン
セ
ン
病
を
排
除
す
る
差

別
意
識
が
、
強
く
形
成
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。 

 

　
１
９
３
１
年 

　「
ら
い
予
防
に
関
す
る
件
」

は
改
正
さ
れ
、「
ら
い
予
防
法
」

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
全
患
者

が
隔
離
の
対
象
と
な
り
、
政

府
の
隔
離
政
策
が
よ
り
強
化

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

（
次
号
へ
つ
づ
く
） 

   

ハンセン病問題 ハンセン病問題 ハンセン病問題 

ありがとうございました！
本年度で日高村地域教育推進協議会終了

　　　　　　会　長　濱田　善久さん（日下小ＰＴＡ） 
　　　　　　副会長　矢野　忠茂さん（子ども会連合会） 
　　　　　　副会長　井上　孝子さん（子育て支援センター） 

大藤　敏子さん（四園保育園長会）　　　田植　昭彦さん（能津小） 
中山　三二さん（商工会青年部）　　　　岡上　正弘さん（社会体育指導員） 
中山　綾子さん（教育委員）　　　　　　川瀬　卿宥さん（子どもの未来応援団） 
谷脇恵美子さん（社会福祉協議会）　　　岡川　絹江さん（民生児童委員協議会） 
吉田　文茂さん（日高中）　　　　　　　澁谷　和枝さん（朗読ひだか） 
安部　拓大さん（児童館）　　　　　　　戸梶　利夫さん（少年サッカースクール） 
濱田　ゆりさん（保育園保護者連合会）　正岡　隆憲さん（日高村連合青年団） 
森下　典子さん（日高村立図書館）　　　渡邊　慶子さん（加茂小） 
中山　昭和さん（日高養護学校）　　　　西井　宏一さん（日下小） 
高橋　定利さん（加茂中）　　　　　　　松井　通夫さん（加茂小中ＰＴＡ） 
大藤　里香さん（能津小ＰＴＡ）　　　　澁谷　浩司さん（日高中ＰＴＡ） 

　この法律制定から90年間、
ハンセン病患者達に対する
非情な隔離政策が行われる
ことになるんだワン。 

　本年度は、日高村の子どもを地域ぐるみで守り、育てていくためのさまざまな手だてを25名の委員さんに提
言していただきました。５回目、最終回の協議会では、マップづくりの成果や実施できた事業、来年度以降の
課題などを話し合いました。８年間、日高村の地域ぐるみの教育を提言していただいた地域教育推進協議会で
すが、来年度からは各学校に設置されている開かれた学校づくり推進委員会や、子どもの未来応援団（学校支
援ボランティア）の組織に移行していくことになりました。本年度まで８年間、委員をしていただいた延べ
157人のみなさん、たいへんお世話になりました。 

2004年度
地域教育推進協議会 委員のみなさん

　10月から2月まで、5回連続で、地域教育コーディネーター養成講座
を行ってきました。 
　2月26日（土）には、今まで学んできたことをもとに、修了生のみなさ
んが企画し、準備したイベントが行われました。約20名の子どもと大人が、
「ふるさと発見！―日高のお宝（下分編）―」のテーマで、ゲームや宝探
しをして、ふるさと日高村のすばらしい文化財や自然、たくさんのお宝
との出会いを楽しみました。 
　地推協の史跡マップが大いに役立ちました。今後、他地区のお宝発見
のイベントも企画する予定です。お楽しみに！ 

地域教育コーディネーター養成講座 

修了生によるイベント大成功！

《本
年度実

施、検討できたこと》

日高村子どもに 
関わる行事予定の 
全戸配布、 
HPで情報発信！ 

標語募集で 
もりあげ！ 

　日高中生徒 
　保護者対象 
講師： 
古川智代先生 下校時の子 

どもたちへの 
声がけ運動 

高岡教育 
フェスタでの 
村内PTAの 
交流、連携！ 

夜の図書館など 
図書館事業の 
情報発信！ 

睡眠の大切さに 
ついて 
講師： 
　原田哲夫先生 

６種類のマップを 
HP等で公表。 
今後も進化する 
マップに！ 

子育て改革
講演会！

日高村マップ
作成！

いのちを
学ぶ講演会！

４時からお散歩
キャンペーン！ 日高中２年 

職場体験
学習！

地域で子どもを
守り育てる
あいさつ運動！
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会
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１
８
９
７
年
・
ド
イ

ツ
）
に
お
い
て
、
ハ
ン
セ
ン

病
は
感
染
症
で
あ
る
が
そ
の

感
染
力
は
と
て
も
弱
い
こ
と
、

そ
し
て
、
ら
い
菌
自
体
も
と

て
も
弱
い
菌
で
あ
る
こ
と
等

が
、
は
っ
き
り
と
解
明
さ
れ

ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
日
本
で
は
こ
れ

以
降
、
患
者
達
に
対
す
る
療

養
施
設
へ
の
隔
離
政
策
が
始

ま
り
、
そ
し
て
強
化
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？ 

 

　
開
国
に
よ
り
、
た
く
さ
ん

の
外
国
人
が
日
本
に
や
っ
て

来
た
こ
の
頃
。 

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
家
族

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
た

め
、
家
を
離
れ
、
神
社
や
お

寺
の
敷
地
内
等
で
生
活
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
患

者
達
は
、
そ
の
外

国
人
達
に
強
い
印

象
を
与
え
ま
し
た
。 

　
や
が
て
彼
ら
の

中
か
ら
、
患
者
達

の
救
済
活
動
に
取

り
組
む
人
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が
現

れ
、
各
地
に
ハ
ン

セ
ン
病
の
療
養
施

設
が
設
立
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
　 

　
こ
う
し
て
、
民

間
の
人
達
に
よ
る

日
本
で
の
本
格
的

な
治
療
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
一
方
で
政
府
は

患
者
達
に
対
し
て
何
も
対
策

を
と
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
姿

勢
は
世
界
か
ら
の
批
判
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

　
１
９
０
７
年 

　「
法
律
第
11
号
」 

　
ら
い
予
防
に
関
す
る
件
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

             

　
世
界
か
ら
の
批

判
を
受
け
た
政
府

は
１
９
０
９
年
、
全
国
を
５

地
域
に
分
け
、
そ
の
５
カ
所

に
公
立
の
療
養
所
を
開
設
し
、

患
者
達
を
収
容
し
て
い
き
ま

し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
れ
は
神
社
や

お
寺
の
敷
地
等
で
生
活
し
て

い
る
患
者
達
の
み
で
、
自
宅

で
生
活
し
て
い
る
患
者
達
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

全
国
５
カ
所
の
収
容
人
数
は
、

当
時
の
日
本
の
患
者
総
数
に

対
し
て
わ
ず
か
３
〜
５
％
程

度
に
し
か
な
ら
ず
、
療
養
所

に
お
い
て
も
、
病
気
に
対
し

て
の
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　「
文
明
国
」
の
仲
間
入
り

を
望
む
政
府
に
と
っ
て
ま
ず

必
要
で
あ
っ
た
の
は
、
世
界

か
ら
の
批
判
を
受
け
る
大
き

な
理
由
と
な
っ
た
患
者
達
を

隔
離
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
治
療
す
る
こ
と

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。 

　
さ
ら
に
政
府
は
隔
離
政
策

を
強
化
す
る
た
め
、
と
て
も

弱
い
感
染
症
で
あ
る
こ
と
が

解
明
さ
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
を
、

「
と
て
も
恐
ろ
し
い
感
染
症

で
あ
る
」
と
し
て
、
宣
伝
活

動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
人
々
の
意
識
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
ケ
ガ
レ
や
病
気

に
対
す
る
恐
れ
、
偏
見
と
い

っ
た
意
識
と
共
に
、
政
府
の

「
恐
ろ
し
い
感
染
症
だ
」
と

い
う
宣
伝
に
よ
り
、
新
た
に

ハ
ン
セ
ン
病
を
排
除
す
る
差

別
意
識
が
、
強
く
形
成
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。 

 

　
１
９
３
１
年 

　「
ら
い
予
防
に
関
す
る
件
」

は
改
正
さ
れ
、「
ら
い
予
防
法
」

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
全
患
者

が
隔
離
の
対
象
と
な
り
、
政

府
の
隔
離
政
策
が
よ
り
強
化

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

（
次
号
へ
つ
づ
く
） 

   

ハンセン病問題 ハンセン病問題 ハンセン病問題 

ありがとうございました！
本年度で日高村地域教育推進協議会終了

　　　　　　会　長　濱田　善久さん（日下小ＰＴＡ） 
　　　　　　副会長　矢野　忠茂さん（子ども会連合会） 
　　　　　　副会長　井上　孝子さん（子育て支援センター） 

大藤　敏子さん（四園保育園長会）　　　田植　昭彦さん（能津小） 
中山　三二さん（商工会青年部）　　　　岡上　正弘さん（社会体育指導員） 
中山　綾子さん（教育委員）　　　　　　川瀬　卿宥さん（子どもの未来応援団） 
谷脇恵美子さん（社会福祉協議会）　　　岡川　絹江さん（民生児童委員協議会） 
吉田　文茂さん（日高中）　　　　　　　澁谷　和枝さん（朗読ひだか） 
安部　拓大さん（児童館）　　　　　　　戸梶　利夫さん（少年サッカースクール） 
濱田　ゆりさん（保育園保護者連合会）　正岡　隆憲さん（日高村連合青年団） 
森下　典子さん（日高村立図書館）　　　渡邊　慶子さん（加茂小） 
中山　昭和さん（日高養護学校）　　　　西井　宏一さん（日下小） 
高橋　定利さん（加茂中）　　　　　　　松井　通夫さん（加茂小中ＰＴＡ） 
大藤　里香さん（能津小ＰＴＡ）　　　　澁谷　浩司さん（日高中ＰＴＡ） 

　この法律制定から90年間、
ハンセン病患者達に対する
非情な隔離政策が行われる
ことになるんだワン。 

　本年度は、日高村の子どもを地域ぐるみで守り、育てていくためのさまざまな手だてを25名の委員さんに提
言していただきました。５回目、最終回の協議会では、マップづくりの成果や実施できた事業、来年度以降の
課題などを話し合いました。８年間、日高村の地域ぐるみの教育を提言していただいた地域教育推進協議会で
すが、来年度からは各学校に設置されている開かれた学校づくり推進委員会や、子どもの未来応援団（学校支
援ボランティア）の組織に移行していくことになりました。本年度まで８年間、委員をしていただいた延べ
157人のみなさん、たいへんお世話になりました。 

2004年度
地域教育推進協議会 委員のみなさん

　10月から2月まで、5回連続で、地域教育コーディネーター養成講座
を行ってきました。 
　2月26日（土）には、今まで学んできたことをもとに、修了生のみなさ
んが企画し、準備したイベントが行われました。約20名の子どもと大人が、
「ふるさと発見！―日高のお宝（下分編）―」のテーマで、ゲームや宝探
しをして、ふるさと日高村のすばらしい文化財や自然、たくさんのお宝
との出会いを楽しみました。 
　地推協の史跡マップが大いに役立ちました。今後、他地区のお宝発見
のイベントも企画する予定です。お楽しみに！ 

地域教育コーディネーター養成講座 

修了生によるイベント大成功！

《本
年度実

施、検討できたこと》

日高村子どもに 
関わる行事予定の 
全戸配布、 
HPで情報発信！ 

標語募集で 
もりあげ！ 

　日高中生徒 
　保護者対象 
講師： 
古川智代先生 下校時の子 

どもたちへの 
声がけ運動 

高岡教育 
フェスタでの 
村内PTAの 
交流、連携！ 

夜の図書館など 
図書館事業の 
情報発信！ 

睡眠の大切さに 
ついて 
講師： 
　原田哲夫先生 

６種類のマップを 
HP等で公表。 
今後も進化する 
マップに！ 

子育て改革
講演会！

日高村マップ
作成！

いのちを
学ぶ講演会！

４時からお散歩
キャンペーン！ 日高中２年 

職場体験
学習！

地域で子どもを
守り育てる
あいさつ運動！
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車
に
乗
る
こ
と
の
好
き
な
大
正
７

年
生
ま
れ
の
私
は
、
昭
和
39
年
９
月

に
免
許
を
と
っ
て
41
年
に
な
る
が
、

こ
の
１
年
間
で
も
白
内
障
を
手
術
し

た
時
に
、
２
日
間
車
に
乗
ら
な
か
っ

た
だ
け
で
、
飲
酒
を
伴
う
会
へ
出
て

も
、
盃
一
杯
の
酒
も
辞
し
て
車
に
乗
っ

て
い
る
。
車
は
12
台
目
で
走
行
距
離

は
、
現
在
、
地
球
の
周
り
を
19
周
目

（
約
７
３
５
、
０
０
０
㎞
）
を
走
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

　
高
齢
者
の
割
り
に
は
、
反
応
動
作
、

敏
捷
性
、
瞬
発
力
、
聴
力
な
ど
は
平

均
以
上
と
自
負
し
て
い
る
が
、
過
信

は
勿
論
よ
く
な
い
と
考
え
て
、
ボ
ケ

予
防
の
た
め
に
毎
日
40
㎞
以
上
を
走
っ

て
い
る
。
今
は
平
成
19
年
の
誕
生
日

ま
で
ゴ
ー
ル
ド
免
許
証
を
持
っ
て
、

優
良
運
転
者
と
し
て
ル
ー
ル
を
守
り
、

飲
酒
運
転
も
絶
対
し
な
い
。 

　
安
全
走
行
の
た
め
に
車
間
距
離
は

多
め
に
と
り
、
い
つ
で
も
徐
行
が
で

き
る
よ
う
に
、
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
運
転
を
す
る
。
運
転
を
す
る
時
は

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
、
前
方

100
ｍ
を
視
野
に
入
れ
、
後
方
左
右
に

目
を
配
る
、
信
号
の
見
え
る
と
き
は

い
つ
変
わ
る
か
、
左
右
の
車
・
歩
行

者
、
後
方
の
車
の
接
近
状
態
な
ど
に

気
を
付
け
な
が
ら
走
行
し
、
信
号
機

の
な
い
路
上
で
右
左
折
す
る
車
が
あ

る
時
は
、
適
切
な
判
断
で
譲
る
か
、

ど
う
か
を
み
て
ス
ム
ー
ズ
な
走
行
に

努
め
る
。 

 

◆
車
の
運
転
中
に
み
る
状
況
や
思
う

こ
と
を
箇
条
的
に
あ
げ
る
と 

○
た
ば
こ
、
蜜
柑
の
皮
な
ど
投
げ
捨

て
る
車 

○
交
差
点
で
信
号
が
赤
に
な
っ
て
も
、

突
っ
込
ん
で
く
る
車 

○
未
だ
「
携
帯
電
話
」
を
か
け
な
が

ら
走
る
車 

○
右
左
折
の
指
示
器
を
出
さ
ず
に
方

向
を
変
え
る
車 

○
指
示
器
を
直
さ
ず
に
何
㎞
も
走
り
、

迷
惑
を
掛
け
る
車 

○
未
だ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な

い
で
走
る
車 

○
黒
煙
を
あ
げ
て
走
り
整
備
不
良
と

思
わ
れ
る
車 

○
前
方
に
右
左
折
す
る
車
が
あ
る
時

に
適
切
な
判
断
が
で
き
な
い
車 

○
生
徒
や
学
生
の
自
転
車
運
転
中
に

信
号
無
視
が
多
く
見
ら
れ
る 

○
ス
ピ
ー
ド
の
表
示
以
下
の
速
さ
で

走
り
、
後
続
に
迷
惑
を
か
け
る
車 

 

◆
県
警
の
一
斉
取
り
締
ま
り
か
ら 

　
警
察
官
の
方
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、

毎
週
午
後
11
時
頃
か
ら
翌
日
の
午
前

３
時
ご
ろ
ま
で
に
一
斉
取
り
締
ま
り

が
あ
る
が
、
そ
の
時
の
飲
酒
運
転
そ

の
他
の
違
反
は
100
件
を
下
る
こ
と
は

少
な
く
、
あ
る
月
の
20
日
の
深
夜
か

ら
の
取
り
締
ま
り
で
は
、
計
217
件
の

交
通
違
反
の
摘
発
は
、
い
つ
も
な
が

ら
情
け
な
く
思
う
。 

 

◆
県
内
の
事
故
と
違
反
（
平
成
17
年

１
月
21
日
現
在
） 

　
こ
の
こ
と
は
新
聞
紙
上
に
で
て
い

る
が
、
車
に
乗
る
人
は
事
故
を
起
こ

さ
ぬ
よ
う
本
当
に
気
を
付
け
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
今
年
は
今
の
と
こ
ろ
昨

年
に
比
べ
て
、
死
者
は
少
な
い
が
事

故
件
数
は
40
件
く
ら
い
多
い
。
昨
年

の
死
者
は
79
名
で
一
昨
年
の
64
名
、

２
年
前
の
63
名
よ
り
多
か
っ
た
の
を

車
に
乗
る
人
は
、
皆
ご
承
知
だ
ろ
う

か
。 

 

◆
平
成
16
年
の
特
徴
か
ら 

　
こ
れ
は
新
聞
紙
上
に
公
表
す
る
こ

と
は
少
な
い
が
、
私
は
時
々
公
表
し

て
、
警
告
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

　
昨
年
の
交
通
違
反
件
数
は
、
６
３
、

４
８
０
件
で
、
そ
の
中
で
最
も
多
い

の
が
速
度
違
反
２
５
、
２
６
３
件
、

飲
酒
運
転
１
、
３
６
４
件
、
別
に
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
で
１
点
減
点
の
ベ
ル
ト
非

着
用
者
が
２
０
、
１
２
６
件
、
昨
年

11
月
か
ら
２
ヶ
月
間
の
携
帯
電
話
違

反
215
件
の
多
さ
に
は
驚
く
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
違
反
件
数
は
平
均

１
日
に
174
件
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

　
１
ヶ
月
平
均
を
と
っ
て
み
る
と
、

交
通
違
反
件
数
は
５
、
２
９
０
件
、

飲
酒
運
転
は
116
件
、
ス
ピ
ー
ド
違
反

は
２
、
１
０
５
件
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

は
１
、
６
７
７
件
に
な
る
。 

　
飲
酒
運
転
対
策
と
し
て
、
飲
酒
検

知
拒
否
に
対
す
る
罰
金
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
酒
気
帯
び
運
転
で
罰
金
20
万

円
、
酒
酔
い
運
転
で
は
30
万
円
の
罰

金
が
最
低
で
も
課
せ
ら
れ
る
と
思
う

と
、
昨
年
は
１
、
３
６
４
件
の
飲
酒

運
転
の
摘
発
が
あ
っ
た
の
で
、
金
額

に
す
る
と
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
３

億
円
以
上
の
罰
金
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
飲
酒
運
転
の
車
は
走
る
凶

器
と
な
っ
て
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

が
多
い
が
、
運
転
者
は
酒
を
飲
ん
だ

ら
車
に
絶
対
乗
ら
な
い
と
決
断
で
き

な
い
か
。 

 

　
車
社
会
の
時
代
と
な
っ
た
現
在
は
、

交
通
事
故
防
止
対
策
の
意
識
を
高
め
、

身
勝
手
な
行
動
を
と
る
こ
と
な
く
、

運
転
者
は
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
、

も
っ
と
相
手
に
ゆ
ず
る
運
転
を
し
て
、

交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
快
適
な
道
路

環
境
の
も
と
に
、
事
故
の
な
い
安
全

な
社
会
を
つ
く
ろ
う
。 

（
平
成
17
年
１
月
23
日
　
記
す
）  

交通安全協会日高支部より 
お知らせいたします 

　あなたや家族の命を守ります。車に乗ったら必ず
シートベルト等の着用を習慣づけましょう。 
 
 
　６歳未満の子どもにはチャイルドシートが義務づ
けられています。子どもの安全のためにも必ず着用
するようにしましょう。 

★運転をするなら酒を飲まない。 
★酒を飲んだら運転しない。 
★運転する人に酒をすすめない。 
★酒を飲んだ人に運転させない。 
　飲酒運転「四（し）ない運動」を徹底し、その輪
を『家庭』『職場』『地域』へと広め、飲酒運転の無
い安全で住み良い地域を実現しましょう。 

②自転車と二輪車の安全利用の推進 

③シートベルトとチャイルドシートの 
　　　　　　正しい着用の徹底 ④飲酒運転の根絶 

まもなく春の全国交通安全運動がはじまります。 

実施機関は、平成17年４月６日（水）～平成17年４月15日（金） 

重　点　目　標 

運動の目的 

①子どもと高齢者の交通事故防止 

歩行者 
の方は 

高齢運転 
者の方は 

　道路を横断する際は、左右の安全
をよく確かめ、道路中央付近で今一
度左方の安全確認をする余裕をもっ

て横断してください。 
　夜間の外出の際は、ドライバーに自分の存在を早
く気付いてもらうため、明るく白っぽい服装に心掛
け、靴、杖等への積極的な反射材の活用をお願いし
ます。 
 

　個人差はありますが、加齢とともに
身体機能が衰えていることを自覚して、
より慎重な運転に心がけてください。 

自転車 
の方は 

バイク 
の方は 

　自転車も交通社会の一員であること
を自覚して、交通ルールを守って運転
しましょう。 

 
　平成17年４月１日から自動二輪車の
高速道路（首都高速道路の一部を除く。）
での２人乗りが解禁されました。 

　このことにより、さらにバイクが便利な乗り物に
なりましたが、四輪車に比べ事故にあったときに大
きな怪我になりやすいので、つねに安全運転を心が
けてください。 

シートベルトは 

チャイルドシートは 

飲酒運転をしない環境づくり 

　この運動は、県民一人ひとりが交通安全に対する意識を高め、交通ルー
ルを守り、交通マナーの向上に努めるとともに、安全で安心な人にやさし
い交通環境の改善に向けた取り組みを推進することにより、交通事故を防
止することを目的とする。 

　関係機関・団体は、相互の連携を密にして、地域や組織の実情に応じた
実効性のある運動を実施するとともに、その効果が本運動終了後も持続で
きるように努める。また、各種広報啓発活動を通じて、この運動が県民総
ぐるみの運動として幅広い層に浸透し、実践されるように努める。 

運動の進め方 

念には念をいれて交通安全に心がけよう

松 岡 秀 直



─広報ひだか４月号─　（14）（15）　─広報ひだか４月号─

本郷 
日高村老人クラブ連合会 会長

　
車
に
乗
る
こ
と
の
好
き
な
大
正
７

年
生
ま
れ
の
私
は
、
昭
和
39
年
９
月

に
免
許
を
と
っ
て
41
年
に
な
る
が
、

こ
の
１
年
間
で
も
白
内
障
を
手
術
し

た
時
に
、
２
日
間
車
に
乗
ら
な
か
っ

た
だ
け
で
、
飲
酒
を
伴
う
会
へ
出
て

も
、
盃
一
杯
の
酒
も
辞
し
て
車
に
乗
っ

て
い
る
。
車
は
12
台
目
で
走
行
距
離

は
、
現
在
、
地
球
の
周
り
を
19
周
目

（
約
７
３
５
、
０
０
０
㎞
）
を
走
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

　
高
齢
者
の
割
り
に
は
、
反
応
動
作
、

敏
捷
性
、
瞬
発
力
、
聴
力
な
ど
は
平

均
以
上
と
自
負
し
て
い
る
が
、
過
信

は
勿
論
よ
く
な
い
と
考
え
て
、
ボ
ケ

予
防
の
た
め
に
毎
日
40
㎞
以
上
を
走
っ

て
い
る
。
今
は
平
成
19
年
の
誕
生
日

ま
で
ゴ
ー
ル
ド
免
許
証
を
持
っ
て
、

優
良
運
転
者
と
し
て
ル
ー
ル
を
守
り
、

飲
酒
運
転
も
絶
対
し
な
い
。 

　
安
全
走
行
の
た
め
に
車
間
距
離
は

多
め
に
と
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徐
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が
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に
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ナ
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運
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右
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な
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に
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付
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が
ら
走
行
し
、
信
号
機

の
な
い
路
上
で
右
左
折
す
る
車
が
あ

る
時
は
、
適
切
な
判
断
で
譲
る
か
、

ど
う
か
を
み
て
ス
ム
ー
ズ
な
走
行
に

努
め
る
。 

 

◆
車
の
運
転
中
に
み
る
状
況
や
思
う

こ
と
を
箇
条
的
に
あ
げ
る
と 

○
た
ば
こ
、
蜜
柑
の
皮
な
ど
投
げ
捨

て
る
車 

○
交
差
点
で
信
号
が
赤
に
な
っ
て
も
、

突
っ
込
ん
で
く
る
車 

○
未
だ
「
携
帯
電
話
」
を
か
け
な
が

ら
走
る
車 

○
右
左
折
の
指
示
器
を
出
さ
ず
に
方

向
を
変
え
る
車 

○
指
示
器
を
直
さ
ず
に
何
㎞
も
走
り
、

迷
惑
を
掛
け
る
車 

○
未
だ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な

い
で
走
る
車 

○
黒
煙
を
あ
げ
て
走
り
整
備
不
良
と

思
わ
れ
る
車 

○
前
方
に
右
左
折
す
る
車
が
あ
る
時

に
適
切
な
判
断
が
で
き
な
い
車 

○
生
徒
や
学
生
の
自
転
車
運
転
中
に

信
号
無
視
が
多
く
見
ら
れ
る 

○
ス
ピ
ー
ド
の
表
示
以
下
の
速
さ
で

走
り
、
後
続
に
迷
惑
を
か
け
る
車 

 

◆
県
警
の
一
斉
取
り
締
ま
り
か
ら 

　
警
察
官
の
方
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、

毎
週
午
後
11
時
頃
か
ら
翌
日
の
午
前

３
時
ご
ろ
ま
で
に
一
斉
取
り
締
ま
り

が
あ
る
が
、
そ
の
時
の
飲
酒
運
転
そ

の
他
の
違
反
は
100
件
を
下
る
こ
と
は

少
な
く
、
あ
る
月
の
20
日
の
深
夜
か

ら
の
取
り
締
ま
り
で
は
、
計
217
件
の

交
通
違
反
の
摘
発
は
、
い
つ
も
な
が

ら
情
け
な
く
思
う
。 
 

◆
県
内
の
事
故
と
違
反
（
平
成
17
年

１
月
21
日
現
在
） 

　
こ
の
こ
と
は
新
聞
紙
上
に
で
て
い

る
が
、
車
に
乗
る
人
は
事
故
を
起
こ

さ
ぬ
よ
う
本
当
に
気
を
付
け
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
今
年
は
今
の
と
こ
ろ
昨

年
に
比
べ
て
、
死
者
は
少
な
い
が
事

故
件
数
は
40
件
く
ら
い
多
い
。
昨
年

の
死
者
は
79
名
で
一
昨
年
の
64
名
、

２
年
前
の
63
名
よ
り
多
か
っ
た
の
を

車
に
乗
る
人
は
、
皆
ご
承
知
だ
ろ
う

か
。 

 

◆
平
成
16
年
の
特
徴
か
ら 

　
こ
れ
は
新
聞
紙
上
に
公
表
す
る
こ

と
は
少
な
い
が
、
私
は
時
々
公
表
し

て
、
警
告
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

　
昨
年
の
交
通
違
反
件
数
は
、
６
３
、

４
８
０
件
で
、
そ
の
中
で
最
も
多
い

の
が
速
度
違
反
２
５
、
２
６
３
件
、

飲
酒
運
転
１
、
３
６
４
件
、
別
に
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
で
１
点
減
点
の
ベ
ル
ト
非

着
用
者
が
２
０
、
１
２
６
件
、
昨
年

11
月
か
ら
２
ヶ
月
間
の
携
帯
電
話
違

反
215
件
の
多
さ
に
は
驚
く
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
違
反
件
数
は
平
均

１
日
に
174
件
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

　
１
ヶ
月
平
均
を
と
っ
て
み
る
と
、

交
通
違
反
件
数
は
５
、
２
９
０
件
、

飲
酒
運
転
は
116
件
、
ス
ピ
ー
ド
違
反

は
２
、
１
０
５
件
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

は
１
、
６
７
７
件
に
な
る
。 

　
飲
酒
運
転
対
策
と
し
て
、
飲
酒
検

知
拒
否
に
対
す
る
罰
金
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
酒
気
帯
び
運
転
で
罰
金
20
万

円
、
酒
酔
い
運
転
で
は
30
万
円
の
罰

金
が
最
低
で
も
課
せ
ら
れ
る
と
思
う

と
、
昨
年
は
１
、
３
６
４
件
の
飲
酒

運
転
の
摘
発
が
あ
っ
た
の
で
、
金
額

に
す
る
と
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
３

億
円
以
上
の
罰
金
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
飲
酒
運
転
の
車
は
走
る
凶

器
と
な
っ
て
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

が
多
い
が
、
運
転
者
は
酒
を
飲
ん
だ

ら
車
に
絶
対
乗
ら
な
い
と
決
断
で
き

な
い
か
。 

 

　
車
社
会
の
時
代
と
な
っ
た
現
在
は
、

交
通
事
故
防
止
対
策
の
意
識
を
高
め
、

身
勝
手
な
行
動
を
と
る
こ
と
な
く
、

運
転
者
は
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
、

も
っ
と
相
手
に
ゆ
ず
る
運
転
を
し
て
、

交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
快
適
な
道
路

環
境
の
も
と
に
、
事
故
の
な
い
安
全

な
社
会
を
つ
く
ろ
う
。 

（
平
成
17
年
１
月
23
日
　
記
す
）  

交通安全協会日高支部より 
お知らせいたします 

　あなたや家族の命を守ります。車に乗ったら必ず
シートベルト等の着用を習慣づけましょう。 
 
 
　６歳未満の子どもにはチャイルドシートが義務づ
けられています。子どもの安全のためにも必ず着用
するようにしましょう。 

★運転をするなら酒を飲まない。 
★酒を飲んだら運転しない。 
★運転する人に酒をすすめない。 
★酒を飲んだ人に運転させない。 
　飲酒運転「四（し）ない運動」を徹底し、その輪
を『家庭』『職場』『地域』へと広め、飲酒運転の無
い安全で住み良い地域を実現しましょう。 

②自転車と二輪車の安全利用の推進 

③シートベルトとチャイルドシートの 
　　　　　　正しい着用の徹底 ④飲酒運転の根絶 

まもなく春の全国交通安全運動がはじまります。 

実施機関は、平成17年４月６日（水）～平成17年４月15日（金） 

重　点　目　標 

運動の目的 

①子どもと高齢者の交通事故防止 

歩行者 
の方は 

高齢運転 
者の方は 

　道路を横断する際は、左右の安全
をよく確かめ、道路中央付近で今一
度左方の安全確認をする余裕をもっ

て横断してください。 
　夜間の外出の際は、ドライバーに自分の存在を早
く気付いてもらうため、明るく白っぽい服装に心掛
け、靴、杖等への積極的な反射材の活用をお願いし
ます。 
 

　個人差はありますが、加齢とともに
身体機能が衰えていることを自覚して、
より慎重な運転に心がけてください。 

自転車 
の方は 

バイク 
の方は 

　自転車も交通社会の一員であること
を自覚して、交通ルールを守って運転
しましょう。 

 
　平成17年４月１日から自動二輪車の
高速道路（首都高速道路の一部を除く。）
での２人乗りが解禁されました。 

　このことにより、さらにバイクが便利な乗り物に
なりましたが、四輪車に比べ事故にあったときに大
きな怪我になりやすいので、つねに安全運転を心が
けてください。 

シートベルトは 

チャイルドシートは 

飲酒運転をしない環境づくり 

　この運動は、県民一人ひとりが交通安全に対する意識を高め、交通ルー
ルを守り、交通マナーの向上に努めるとともに、安全で安心な人にやさし
い交通環境の改善に向けた取り組みを推進することにより、交通事故を防
止することを目的とする。 

　関係機関・団体は、相互の連携を密にして、地域や組織の実情に応じた
実効性のある運動を実施するとともに、その効果が本運動終了後も持続で
きるように努める。また、各種広報啓発活動を通じて、この運動が県民総
ぐるみの運動として幅広い層に浸透し、実践されるように努める。 

運動の進め方 

念には念をいれて交通安全に心がけよう

松 岡 秀 直
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乳幼児の保護者の皆様へ

法
務
教
官
募
集
の
お
知
ら
せ

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
に
御
協
力
を

　
人
事
院
、
法
務
省
で
は
、
少
年
院
及
び

少
年
鑑
別
所
の
職
員
と
し
て
、
非
行
少
年

の
教
育
・
処
遇
等
に
携
わ
る
「
法
務
教
官
」

の
採
用
試
験
受
験
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

記 

１
　
受
験
資
格 

（
１
）
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
同
59
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者 

（
２
）
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
、
次
に
掲
げ
る
者 

ア
　
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
平
成
18
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者
並
び
に
人
事
院
が
こ
れ
ら
の

者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

者 

イ
　
次
に
掲
げ
る
学
校
等
を
卒
業
し
た

者
及
び
平
成
18
年
３
月
ま
で
に
次
に

掲
げ
る
学
校
等
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者 

（
ア
）
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学

校 

（
イ
）
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

又
は
専
修
学
校
専
門
課
程
（
い

ず
れ
も
修
業
年
限
２
年
以
上
な

ど
人
事
院
が
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
者
に
限
る
） 

２
　
試
験
日
及
び
合
格
発
表 

（
１
）
第
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
） 

　
　
平
成
17
年
６
月
12
日
（日）   

　
　
　
　
９
時
〜
17
時
20
分 

（
２
）
第
二
次
試
験
（
人
物
試
験
・
身
体

検
査
・
身
体
測
定
） 

　
　
平
成
17
年
７
月
13
日
（水） 

、
14
日
（木）  

（
３
）
合
格
発
表 

　
　
ア
　
第
一
次
試
験 

　
　
　
　
平
成
17
年
７
月
５
日
（火） 

　
　
イ
　
最
終
発
表 

　
　
　
　
平
成
17
年
８
月
30
日
（火） 

３
　
申
込
受
付
期
間 

（
１
）
郵
送
の
場
合 

　
　
平
成
17
年
４
月
１
日
（金）
〜 

同
４
月
15
日
（金）（
当
日
消
印
有
効
） 

（
２
）
持
参
の
場
合 

　
　
平
成
17
年
４
月
１
日
（金）
〜 

　
　
　
　
　
　
　
同
４
月
15
日
（金） 

（
受
付
時
間
は
９
時
〜
17
時
　
但
し

土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
く
。） 

４
　
採
用
試
験
に
関
す
る
詳
細
の
照
会
先 

（
１
）
法
務
省
高
松
矯
正
管
区
職
員
課 

　
　
　
０
８
７
｜
８
２
２
｜
４
４
６
９ 

（
２
）
高
知
少
年
鑑
別
所
庶
務
課 

　
　
　
０
８
８
｜
８
７
２
｜
９
２
８
３ 

（
担
当
　
徳
永
） 

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部 

人
口
動
態
・
保
健
統
計
課 

　
厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の
各
届
書
を
も
と

に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、
国
勢
調
査
の
行
わ

れ
る
年
に
は
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
の
記
入
も
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料
と
し
て
活

用
い
た
し
ま
す
。 

　
本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は
ご

面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

〈
調
査
期
間
〉 

　
　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間 

〈
調
査
対
象
者
〉 

　
出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・
婚
姻
届
及
び
離
婚
届
の
届
出
を
さ
れ
る

方
々 

〈
調
査
方
法
〉 

　
各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
例
え
ば
、「
教
員
」、「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
の
方
は
専
門
・
技

術
職
、「
一
般
事
務
員
」、「
集
金
人
」
の
方
は
事
務
職
、「
飲
食
店
主
」、

「
小
売
店
主
」、「
外
交
員
」
の
方
は
販
売
職
、「
美
容
師
」、「
調
理
師
」、

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」
の
方
は
サ
ー
ビ
ス
職
と
い
う
よ
う
に
書
い
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設
業
、
不
動
産
業
と
い
っ
た
産
業
も

併
せ
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の
窓
口
で
「
出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・

婚
姻
届
・
離
婚
届
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業
例
示
表
）」
を
お

渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
考
の
上
、
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

乳幼児健診
健診種別 実施日 曜日 対　象　者 健診内容 通知方法 実施場所

乳児健診
（生後３ヶ月～

８ヶ月）

H17年４月21日 木 H16．７．22～H17．１．21生
身体計測・問診・内
科診察・歯科指導
母乳相談・育児相
談・離乳食指導

個別通知 日高村保健センター

H17年７月14日 木 H16．10．15～H17．４．14生
H17年10月13日 木 H17．１．14～H17．７．13生
H18年１月19日 木 H17．４．20～H17．10．19生

乳児健診
（生後９ヶ月～

12 ヶ月）

H17年６月14日 火 H16．６．15～H16．９．14生
身体計測・問診・内
科診察・歯科指導
育児相談・栄養指
導・保健指導

H17年９月13日 火 H16．９．14～H16．12．13生
H17年12月６日 火 H16．12．７～H17．３．６生
H18年２月24日 金 H17．２．25～H17．５．24生

１歳６ヶ月健診
（１歳６ヶ月～

1歳 11 ヶ月）

H17年６月14日 火 H15．６．15～H15．12．14生 身体計測・問診・
内科診察・歯科診察
（親子）・歯科指
導・栄養指導・保健
指導・育児相談

H17年９月13日 火 H15．９．14～H16．３．13生
H17年12月６日 火 H15．12．７～H16．６．６生
H18年２月24日 金 H16．２．25～H16．８．24生

３歳児健診
（３歳４ヶ月～
３歳 11 ヶ月）

H17年５月24日 火 H13．５．25～H14．１．24生 身体計測・検尿・問
診・内科診察・歯科
診察・歯科指導・栄
養指導・保健指導・
育児相談

H17年８月２日 火 H13．８．３～H14．４．２生
H17年11月18日 金 H13．11．19～H14．７．18生
H18年２月14日 火 H14．２．15～H14．10．14生

定期予防接種（集団接種）
定期予防接種名 実　施　日 曜日 対　象　者 通知方法 実施場所
ポリオ予防接種　　
（生後３ヶ月～　
　　７歳６ヶ月未満）

H17年４月13日 水 H９．10．14～H17．１．13生
個別通知 日高村保健センター

H17年11月16日 水 H10．５．17～H17．８．16生

※ BCG・三種混合・麻疹・風疹・日本脳炎予防接種については個別接種にて実施していますので、通知
が届きましたら、お子様の体調の良い日に接種するようにしてください。
　（平成 17 年度より BCGも個別接種となりました。）
※村内では下記の指定医療機関、その他県下全域で予防接種が可能な医療機関にて実施できます。（事前
に医療機関にお問い合わせください）

医療機関名 電話番号 受　診　日 時　　間 備　　考

日高クリニック ２４－７７８５　　　　　 月・火曜日の午後
木・金曜日の午後

午後１時 30 分～　
　　　　４時 30 分 往診の為、不在の場合があります。

柳瀬診療所　　 ０８８－８９７－０３１１ 月・火曜日の午後
木・金曜日の午後

午後１時 30 分～　
　　　　３時 30 分 往診の為、不在の場合があります。

【お問い合わせ先】日高村保健センター　☎２４－７８５１

　結核予防法が一部改正され、平成17年４月１日から、BCG予防接種が下記のとおり変更され
ます。
　○対象年齢　生後６ヶ月未満
　○実施方法　ツベルクリン反応検査を行わずに、直接BCG接種を行います。
　平成17年度４月１日以降、生後６ヶ月以上になるお子さんは公費負担による BCG接種は受け
られなくなります。
　日高村では従来集団接種方式で BCGの予防接種を行っていましたが、対象年齢が引き下げら
れ接種を受ける期間が短くなったことを考慮し、平成17年４月１日以降は個別接種方式へと変更
することになりました。また、予診票につきましては個別に送付します。
　詳しいことについてのお問い合わせは、下記までご連絡ください。個々のお子さんに応じて接
種方法等説明できますので、お気軽にお問い合わせください。

日高村保健センター（予防接種担当　☎2 4－ 7 8 5 1）
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InformationInformation

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の 

情報 
く・ら・し・の 

情報 

乳幼児の保護者の皆様へ

法
務
教
官
募
集
の
お
知
ら
せ

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
に
御
協
力
を

　
人
事
院
、
法
務
省
で
は
、
少
年
院
及
び

少
年
鑑
別
所
の
職
員
と
し
て
、
非
行
少
年

の
教
育
・
処
遇
等
に
携
わ
る
「
法
務
教
官
」

の
採
用
試
験
受
験
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

記 

１
　
受
験
資
格 

（
１
）
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
同
59
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者 

（
２
）
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
、
次
に
掲
げ
る
者 

ア
　
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
平
成
18
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者
並
び
に
人
事
院
が
こ
れ
ら
の

者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

者 

イ
　
次
に
掲
げ
る
学
校
等
を
卒
業
し
た

者
及
び
平
成
18
年
３
月
ま
で
に
次
に

掲
げ
る
学
校
等
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者 

（
ア
）
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学

校 

（
イ
）
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

又
は
専
修
学
校
専
門
課
程
（
い

ず
れ
も
修
業
年
限
２
年
以
上
な

ど
人
事
院
が
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
者
に
限
る
） 

２
　
試
験
日
及
び
合
格
発
表 

（
１
）
第
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
） 

　
　
平
成
17
年
６
月
12
日
（日）   

　
　
　
　
９
時
〜
17
時
20
分 

（
２
）
第
二
次
試
験
（
人
物
試
験
・
身
体

検
査
・
身
体
測
定
） 

　
　
平
成
17
年
７
月
13
日
（水） 

、
14
日
（木）  

（
３
）
合
格
発
表 

　
　
ア
　
第
一
次
試
験 

　
　
　
　
平
成
17
年
７
月
５
日
（火） 

　
　
イ
　
最
終
発
表 

　
　
　
　
平
成
17
年
８
月
30
日
（火） 

３
　
申
込
受
付
期
間 

（
１
）
郵
送
の
場
合 

　
　
平
成
17
年
４
月
１
日
（金）
〜 

同
４
月
15
日
（金）（
当
日
消
印
有
効
） 

（
２
）
持
参
の
場
合 

　
　
平
成
17
年
４
月
１
日
（金）
〜 

　
　
　
　
　
　
　
同
４
月
15
日
（金） 

（
受
付
時
間
は
９
時
〜
17
時
　
但
し

土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
く
。） 

４
　
採
用
試
験
に
関
す
る
詳
細
の
照
会
先 

（
１
）
法
務
省
高
松
矯
正
管
区
職
員
課 

　
　
　
０
８
７
｜
８
２
２
｜
４
４
６
９ 

（
２
）
高
知
少
年
鑑
別
所
庶
務
課 

　
　
　
０
８
８
｜
８
７
２
｜
９
２
８
３ 

（
担
当
　
徳
永
） 

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部 

人
口
動
態
・
保
健
統
計
課 

　
厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の
各
届
書
を
も
と

に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、
国
勢
調
査
の
行
わ

れ
る
年
に
は
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
の
記
入
も
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料
と
し
て
活

用
い
た
し
ま
す
。 

　
本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は
ご

面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

〈
調
査
期
間
〉 

　
　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間 

〈
調
査
対
象
者
〉 

　
出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・
婚
姻
届
及
び
離
婚
届
の
届
出
を
さ
れ
る

方
々 

〈
調
査
方
法
〉 

　
各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
例
え
ば
、「
教
員
」、「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
の
方
は
専
門
・
技

術
職
、「
一
般
事
務
員
」、「
集
金
人
」
の
方
は
事
務
職
、「
飲
食
店
主
」、

「
小
売
店
主
」、「
外
交
員
」
の
方
は
販
売
職
、「
美
容
師
」、「
調
理
師
」、

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」
の
方
は
サ
ー
ビ
ス
職
と
い
う
よ
う
に
書
い
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設
業
、
不
動
産
業
と
い
っ
た
産
業
も

併
せ
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の
窓
口
で
「
出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・

婚
姻
届
・
離
婚
届
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業
例
示
表
）」
を
お

渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
考
の
上
、
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 



─広報ひだか４月号─　（18）（19）　─広報ひだか４月号─

池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

information

４
月
よ
り
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
導
入
さ
れ
ま
す

第
三
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
が
実
施
さ
れ
ま
す

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。 

◎国民年金保険料の納付は、便利で確実な『口
座振替』をご利用ください。 

　
こ
れ
ま
で
は
、
本
人
が
低
所
得
で
も
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主

（
親
な
ど
）
と
同
居
し
て
い
る
場
合
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
新
た
に
導
入
さ
れ
た
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
は
、
20
歳
台
の
被
保
険
者
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
、
平
成
27
年
６
月
ま
で
の
時
限
措
置
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
す
。 

　
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
未
納
の
扱
い
に
は
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
万
が
一
の
と
き
に
も
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
安
心
で
す
。 

●
対
象
と
な
る
年
収
の
目
安
（
平
成
17
年
度
の
基
準
） 

単
身
世
帯
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
２
万
円 

２
人
世
帯
（
夫
婦
の
み
）　
　
　
１
５
７
万
円 

４
人
世
帯
（
夫
婦
・
子
２
人
）　
２
５
８
万
円 

※
本
人
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
も
基
準
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す 

※
２
人
世
帯
、
４
人
世
帯
は
、
夫
か
妻
の
ど
ち
ら
か
に
の
み
所
得
（
収
入
）

が
あ
る
世
帯
の
場
合
で
す 

●
承
認
期
間 

　
平
成
17
年
度
は
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
平
成
18
年
６
月
ま
で
、
平
成

18
年
度
以
降
は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
周
期
に
な
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
周
期
の
途
中
で
30
歳
に
到
達
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
30
歳
に

到
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

●
手
続
き
先 

　
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。 

※
こ
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に

追
納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
（
２
年
以
上
経
過
し
た
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
か
か
り
ま
す
）。 

　
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
が
遅
れ
た
場
合
、
２
年
前
ま
で
は
さ
か
の

ぼ
っ
て
第
三
号
被
保
険
者
の
期
間
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
期
間

は
、
保
険
料
未
納
の
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
４
月
よ
り
実
施
さ
れ
る
特
例
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
２
年
以
上

前
の
期
間
も
第
三
号
被
保
険
者
の
取
り
扱
い
と
な
り
、
将
来
そ
の
分
の

年
金
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

●
平
成
17
年
３
月
ま
で
に
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を
し
て
い
る
が
、

２
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
た
た
め
「
保
険
料
未
納
の
取
り
扱
い
」
と
な

っ
て
い
る
期
間
が
あ
る
場
合
は
… 

　
す
で
に
特
例
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
２
年
以
上
さ
か

の
ぼ
っ
た
期
間
も
保
険
料
納
付
済
期
間
へ
自
動
的
に
変
更
さ
れ
ま
す

の
で
、
特
例
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
該
当
者

の
方
に
は
４
月
中
旬
に
社
会
保
険
庁
よ
り
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
３
月
ま
で
に
届
出
を
し
て
い
な
い
方
で
、
２
年
以
上
前
の
期
間

が
あ
る
方
の
み
特
例
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

●
年
金
受
給
者
の
方
は
… 

　
平
成
17
年
３
月
ま
で
に
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を
し
て
い
る
期

間
は
、
前
記
同
様
、
２
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
た
期
間
も
保
険
料
納
付

済
期
間
へ
自
動
的
に
変
更
さ
れ
、
平
成
17
年
５
月
分
よ
り
年
金
額
が

改
定
に
な
り
ま
す
。
該
当
者
の
方
に
は
６
月
中
旬
頃
に
支
給
額
変
更

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を
し
て
い
な
い
２
年
以
上
前
の
期
間
が

あ
る
場
合
は
、
特
例
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
第
三
号
被

保
険
者
の
取
り
扱
い
と
な
り
、
届
出
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら
年
金
額

が
改
定
に
な
り
ま
す
。 

　
　
詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

（敬称略：順不同） 

次回の献血日程 
（予定） 

次回の献血日程 
（予定） 

●日時 ４月14日（木）

●場所 日高村役場前

●時間 ９：30～12：00

    13：30～15：30

3月2日（水） 

廣瀬　史弥 

尾崎　雅一 

亀井　　晃 

黒川　幸一 

森澤　昭夫 

隅田　　優 

坂本　正計 

味元　美智 

奥本　啓二 

片岡　潔清 

坂本　奈美 

渡辺ひとみ 

市川　静香 

佐藤　峻之 

片岡　信次 

田村　千鶴 

尾崎佐枝子 

広瀬　昌隆 

弘瀬　真人 

上村百合香 

樋口　直子 

秋本　真也 

グリーンフィールＧ．Ｃ 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

錦 山 Ｃ ．Ｃ  

〃 

〃 

〃 

〃 

錦 山 Ｃ ．Ｃ  

〃 

三 谷 建 設  

日 高 村 役 場  

い の 町  

〃 

〃 

高 知 市  

土 佐 市  

須 崎 市  

日 高 村  他２名 

住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名 

献血にご協力ありがとうございました

 

北
添
　
正
子 

○
梅
見
る
や
道
真
公
の
偲
ば
れ
て 

菅
原
道
真
は
平
安
時
代
の
学
者
で
あ
り
、
政

治
家
で
あ
る
。
醍
醐
天
皇
の
時
、
右
大
臣
に

な
っ
た
が
、
藤
原
時
平
の
中
傷
に
よ
り
太
宰

府
に
左
遷
さ
れ
、
配
所
で
亡
く
な
っ
た
。 

掲
句
は
、〝
東
風
吹
か
ば
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅

の
花
…
〞
の
歌
を
思
い
出
し
て
の
作
か
。 

 

片
岡
　
幸
枝 

○
黒
潮
の
椿
明
か
り
に
年
尾
句
碑 

足
摺
岬
で
の
句
で
あ
ろ
う
。 

足
摺
岬
の
突
端
、
椿
の
林
に
、 

〝
黒
潮
に
傾
き
椿
林
か
な
〞
の
年
尾
の
句
碑

が
あ
る
。
年
尾
（
一
九
〇
〇
｜
一
九
七
九
）

は
高
浜
虚
子
の
長
男
。 

 
 

岩
村
　
紗
智 

春
め
い
て
口
紅
の
色
変
え
て
み
た 

水
辺
に
も
春
近
づ
き
て
き
ら
き
ら
と 

 

柏
井
　
皓
子 

春
の
夜
を
灯
し
て
ペ
ン
の
走
る
音 

春
灯
の
窓
に
零
れ
る
笑
ひ
声 

 

川
瀬
　
晴
恵 

山
の
上
の
一
軒
家
な
る
春
灯 

紅
梅
を
真
向
ひ
に
見
て
歯
科
の
椅
子 

島
田
　
　
瞳 

大
木
を
切
り
春
燈
の
見
通
し
に 

白
梅
の
一
輪
だ
け
の
峡
の
庭 

 

鎮
西
　
美
緒 

せ
り
の
根
の
も
つ
れ
を
伸
ば
し
洗
ひ
け
り 

春
水
の
満
ち
て
は
落
つ
る
千
枚
田 

 

中
山
　
美
根 

い
ぬ
ふ
ぐ
り
空
の
青
さ
と
競
ひ
合
ふ 

ア
ネ
モ
ネ
の
蕾
う
つ
む
き
か
げ
ん
な
り 

 

中
村
　
梅
子 

産
声
の
廊
下
に
届
く
春
灯 

止
ま
る
か
に
見
せ
て
加
速
の
風
車 

 

南
部
記
代
子 

枝
揺
す
り
又
戻
り
来
る
春
の
風 

猫
柳
活
け
た
る
ま
ま
に
根
付
き
け
り 

 

橋
詰
登
志
子 

岩
穴
の
地
蔵
の
笑
顔
春
灯 

早
春
の
大
海
原
や
昼
の
月 

 

濱
田
　
　
幸 

春
燈
や
母
似
の
彼
は
手
酌
酒 

工
事
場
の
移
植
の
梅
も
花
開
く 

 

浜
田
　
博
子 

推
敲
の
成
せ
ぬ
ま
ま
の
句
春
灯
消
す 

お
ほ
か
た
は
物
置
く
ば
か
り
春
炬
燵 

 

森
下
　
花
子 

梅
花
お
う
れ
ん
裏
参
道
に
犇
め
け
り 

春
時
雨
真
佐
女
の
恋
の
歌
語
り 

 

伊
野
部
哲
也 

天
井
の
四
隅
は
暗
し
春
灯 

雛
箱
に
詰
め
し
昭
和
の
新
聞
紙 

 

池
野
い
ち
び 

春
燈
に
ね
む
り
し
稚
の
笑
ま
ひ
か
な 

巻
癖
の
と
れ
し
暦
や
春
立
ち
ぬ 

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね 

だ
い
ご 

だ
ざ
い 

こ
　
ち 

と
し
お 

ひ
し 

よ
す
み 

国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。
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池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

information

４
月
よ
り
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
導
入
さ
れ
ま
す

第
三
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
が
実
施
さ
れ
ま
す

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。 

◎国民年金保険料の納付は、便利で確実な『口
座振替』をご利用ください。 

　
こ
れ
ま
で
は
、
本
人
が
低
所
得
で
も
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主

（
親
な
ど
）
と
同
居
し
て
い
る
場
合
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
新
た
に
導
入
さ
れ
た
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
は
、
20
歳
台
の
被
保
険
者
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
、
平
成
27
年
６
月
ま
で
の
時
限
措
置
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
す
。 

　
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
未
納
の
扱
い
に
は
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
万
が
一
の
と
き
に
も
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
安
心
で
す
。 

●
対
象
と
な
る
年
収
の
目
安
（
平
成
17
年
度
の
基
準
） 

単
身
世
帯
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
２
万
円 

２
人
世
帯
（
夫
婦
の
み
）　
　
　
１
５
７
万
円 

４
人
世
帯
（
夫
婦
・
子
２
人
）　
２
５
８
万
円 

※
本
人
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
も
基
準
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す 

※
２
人
世
帯
、
４
人
世
帯
は
、
夫
か
妻
の
ど
ち
ら
か
に
の
み
所
得
（
収
入
）

が
あ
る
世
帯
の
場
合
で
す 

●
承
認
期
間 

　
平
成
17
年
度
は
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
平
成
18
年
６
月
ま
で
、
平
成

18
年
度
以
降
は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
周
期
に
な
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
周
期
の
途
中
で
30
歳
に
到
達
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
30
歳
に

到
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

●
手
続
き
先 

　
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。 

※
こ
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に

追
納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
（
２
年
以
上
経
過
し
た
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
か
か
り
ま
す
）。 

　
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
が
遅
れ
た
場
合
、
２
年
前
ま
で
は
さ
か
の

ぼ
っ
て
第
三
号
被
保
険
者
の
期
間
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
期
間

は
、
保
険
料
未
納
の
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
４
月
よ
り
実
施
さ
れ
る
特
例
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
２
年
以
上

前
の
期
間
も
第
三
号
被
保
険
者
の
取
り
扱
い
と
な
り
、
将
来
そ
の
分
の

年
金
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

●
平
成
17
年
３
月
ま
で
に
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を
し
て
い
る
が
、

２
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
た
た
め
「
保
険
料
未
納
の
取
り
扱
い
」
と
な

っ
て
い
る
期
間
が
あ
る
場
合
は
… 

　
す
で
に
特
例
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
２
年
以
上
さ
か

の
ぼ
っ
た
期
間
も
保
険
料
納
付
済
期
間
へ
自
動
的
に
変
更
さ
れ
ま
す

の
で
、
特
例
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
該
当
者

の
方
に
は
４
月
中
旬
に
社
会
保
険
庁
よ
り
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
３
月
ま
で
に
届
出
を
し
て
い
な
い
方
で
、
２
年
以
上
前
の
期
間

が
あ
る
方
の
み
特
例
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

●
年
金
受
給
者
の
方
は
… 
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三
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保
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期
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、
平
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分
よ
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金
額
が

改
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に
な
り
ま
す
。
該
当
者
の
方
に
は
６
月
中
旬
頃
に
支
給
額
変
更

通
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書
が
送
付
さ
れ
ま
す
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の
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保
険
者
の
取
り
扱
い
と
な
り
、
届
出
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら
年
金
額

が
改
定
に
な
り
ま
す
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詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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見
る
や
道
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の
偲
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れ
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菅
原
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の
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に
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遷
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、
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所
で
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、〝
東
風
吹
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ば
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅

の
花
…
〞
の
歌
を
思
い
出
し
て
の
作
か
。 

 

片
岡
　
幸
枝 

○
黒
潮
の
椿
明
か
り
に
年
尾
句
碑 

足
摺
岬
で
の
句
で
あ
ろ
う
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摺
岬
の
突
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、
椿
の
林
に
、 

〝
黒
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に
傾
き
椿
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な
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の
年
尾
の
句
碑
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。
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（
一
九
〇
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｜
一
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九
）
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高
浜
虚
子
の
長
男
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の
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え
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み
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辺
に
も
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づ
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井
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子 

春
の
夜
を
灯
し
て
ペ
ン
の
走
る
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春
灯
の
窓
に
零
れ
る
笑
ひ
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川
瀬
　
晴
恵 

山
の
上
の
一
軒
家
な
る
春
灯 

紅
梅
を
真
向
ひ
に
見
て
歯
科
の
椅
子 

島
田
　
　
瞳 

大
木
を
切
り
春
燈
の
見
通
し
に 

白
梅
の
一
輪
だ
け
の
峡
の
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鎮
西
　
美
緒 

せ
り
の
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の
も
つ
れ
を
伸
ば
し
洗
ひ
け
り 

春
水
の
満
ち
て
は
落
つ
る
千
枚
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中
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ぬ
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空
の
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と
競
ひ
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ふ 

ア
ネ
モ
ネ
の
蕾
う
つ
む
き
か
げ
ん
な
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中
村
　
梅
子 

産
声
の
廊
下
に
届
く
春
灯 

止
ま
る
か
に
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て
加
速
の
風
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南
部
記
代
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枝
揺
す
り
又
戻
り
来
る
春
の
風 

猫
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活
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た
る
ま
ま
に
根
付
き
け
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橋
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登
志
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岩
穴
の
地
蔵
の
笑
顔
春
灯 

早
春
の
大
海
原
や
昼
の
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濱
田
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春
燈
や
母
似
の
彼
は
手
酌
酒 

工
事
場
の
移
植
の
梅
も
花
開
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博
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推
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の
成
せ
ぬ
ま
ま
の
句
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お
ほ
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た
は
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り
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梅
花
お
う
れ
ん
裏
参
道
に
犇
め
け
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春
時
雨
真
佐
女
の
恋
の
歌
語
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伊
野
部
哲
也 

天
井
の
四
隅
は
暗
し
春
灯 

雛
箱
に
詰
め
し
昭
和
の
新
聞
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池
野
い
ち
び 

春
燈
に
ね
む
り
し
稚
の
笑
ま
ひ
か
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巻
癖
の
と
れ
し
暦
や
春
立
ち
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す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
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だ
い
ご 

だ
ざ
い 

こ
　
ち 

と
し
お 

ひ
し 

よ
す
み 
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日高村の人口 日高村の 
交通事故発生状況 

珍鳥・迷鳥・常連さん！

高知の鳥の話

お誕生
おめでとうございます

ごめい福をお祈りいたします

（以上平成17年３月15日迄届出分） 

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

⑥ 

日
下
川
調
整
池
は
、
春
の
ド
ラ
マ
展
開
中

　地推協で日高村の大事な自然マ
ップを作った。日高村にはバイカ
オウレン、ユキワリイチゲなど花
の見所もたくさんあった。名所に
なり見物人が増えれば問題も起こ
っている。最近、ある場所に「取
らずに撮って」という看板があっ
た。自然は、そこにあるから美し
いし、貴重なのだと思う。日高村
の宝物をみんなで守りたい。 

  

　
３
月
の
あ
る
晴
れ
た
昼
休
み
、
久
し
ぶ
り
に
調
整
池
に
行

き
、
昼
食
を
食
べ
て
い
た
。
日
差
し
が
少
し
強
く
な
り
、
窓

を
開
け
て
も
寒
く
は
な
い
。
ほ
ん
の
数
分
だ
け
で
は
あ
る
が
、

鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
私
に
と
っ
て
の
至
福
の
時
で
あ
る
。 

こ
の
と
こ
ろ
忙
し
さ
の
な
か
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
も
心

を
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
確
実
に
季
節
は
巡
っ

て
い
た
。 

　
池
の
中
で
は
、
ア
オ
サ
ギ
が
繁
殖
に
向
け
て
果
敢
に
ア
ピ

ー
ル
を
し
て
い
る
。
飾
り
羽
根
を
逆
立
て
る
よ
う
に
し
て
、

ふ
だ
ん
じ
っ
と
し
て
い

る
と
き
に
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
美
し
い
身

体
を
見
せ
つ
け
て
い
る
。

く
ち
ば
し
の
色
も
赤
く

鮮
や
か
で
、
１
年
中
で

最
も
美
し
い
。 

　
空
か
ら
は
、
ミ
サ
ゴ

が
池
に
飛
び
込
ん
で
き

た
。
大
き
な
魚
を
つ
か

ん
で
重
た
そ
う
に
池
を

飛
び
立
っ
た
。
魚
は
か

ん
ね
ん
し
た
の
か
暴
れ
も

せ
ず
に
、
じ
っ
と
し
て
い

る
。 

　
池
の
あ
ち
こ
ち
で
生
き

る
生
と
滅
び
る
生
、
繰
り

返
さ
れ
る
生
の
営
み
の
ド

ラ
マ
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

壮
大
な
こ
の
ド
ラ
マ
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
心
が

洗
わ
れ
る
思
い
が
し
た
。

ま
た
、
午
後
の
仕
事
も
が

ん
ば
ろ
う
！ 

冠羽がツノのように見えるアオサギのアピール 

ミサゴは魚を食べるタカの仲間 

ふ ろ く
PS

　「みんな同じ空の下で生きている」をコンセプトに開催して
いるわたぼうし高知コンサート。わたぼうしコンサート in 
Kochi実行委員会では、コンサートにて披露させていただくポ
エム（詩）を募集しております。テーマは〈心と絆ものがたり、
大切な ... へ届けたい〉です。慌ただしい日常生活の中で忘れ
がちな感謝の気持ちや普段言いたくても言えないといった大切
な思いを綴ってみませんか？また、どなたでもご自由に応募で
きます。応募期間は5月20日（金）までとなっております。
なお選考のうえ、入選されたポエム（詩）には曲（メロディー）
付けをし、今年の11月26日（土）にかるぽーと大ホールで開
催が予定されております第19回わたぼうしコンサート in 
Kochi において披露させていただきます。 
　応募、お問い合わせ先は、 
　　〒781－8136  高知市一宮西町１丁目36－1 
　　　　すずめ通所センター内 
　　　　　わたぼうしコンサート in Kochi 実行委員会まで 
　　　　　　　　TEL  088－846－1919 
　当実行委員会は、わたぼうし高知コンサート in Kochi が無
事成功のもと終了する様邁進して行きますので、どうぞご指導
の程よろしくお願い申し上げます。 

　
日
高
の
民
話
と
い
う
と
、

「
忍
者
も
へ
い
」
の
お

話
を
思
い
浮
か
べ
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
以
外
に
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
瀬
の
ぼ
り
の
太
刀
」・

「
燈
明
杉
」（
小
村
神
社
ゆ
か
り
の
話
）、

「
渡
り
地
蔵
」（
空
飛
び
地
蔵
と
も
。
神

宮
寺
に
安
置
）、「
え
ん
こ
う
地
蔵
」（
宇

井
）
な
ど
が
、
わ
り
と
有
名
で
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
け
っ
こ
う
伝
説
や
民
話

が
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
図
書
館
に
は
「
日
高
・
土
佐
伝
説
散
歩
」

（
市
原
麟
一
郎
編
著
）、「
高
知
県
高
岡
郡

日
高
物
語
」（
日
高
民
話
の
会
）
な
ど
の

本
が
あ
り
、
昔
々
の
日
高
村
に
出
会
え
ま
す
。

「
日
高
村
史
」
の
中
に
も
、
民
話
や
伝
説
が
載

っ
て
い
ま
す
（
12
章
）。〈「
忍
者
も
へ
い
」

の
お
話
は
、
絵
本
が
１
冊
、
児
童
書
（
低
学

年
向
け
）
が
２
冊
あ
り
ま
す
。〉 

　
ま
た
、
２
月
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
、「
ふ

る
さ
と
発
見
｜
日
高
の
お
宝
（
下
分
編
）
｜
」

で
手
作
り
し
た
「
空
と
ぶ
地
蔵
」
の
紙
芝
居

を
図
書
館
に
寄
贈
し
て
も
ら
い
、
図
書
館
の

新
し
い
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
日

高
村
の
民
話
の
紙
芝
居
は
市
原
麟
一
郎

さ
ん
に
寄
贈
し
て
も
ら
っ
た
「
瀬
の
ぼ

り
の
太
刀
」
と
合
わ
せ
て
２
つ
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
紙
芝
居
は
、
朗

読
ひ
だ
か
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
３
月
の

お
は
な
し
会
、「
お
は
な
し
の
森
」
で
読

ん
で
、
参
加
し
た
子
ど
も
や
お
年
寄
り

の
方
た
ち
に
、
と
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
貸
出
し
も
で
き
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
図
書
館
で
は
、
日
高
の
民
話
や
伝
説
は
も

ち
ろ
ん
、
日
高
村
の
こ
と
が
わ
か
る
資
料

の
寄
贈
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
寄
贈
し

て
も
か
ま
わ
な
い
本
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
図
書
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

こんな本があるよ！①
    ～日高の民話
こんな本があるよ！①
    ～日高の民話
こんな本があるよ！①
    ～日高の民話

第19回わたぼうしコンサート  in  Kochi  の

ポエム（詩）を募集してますポエム（詩）を募集してます

川瀬　　康（父）　佳世（母） 
　　圭吾（けいご）　Ｈ17．２．７　岩目地西 
濱田　　広（父）　ゆり（母） 
　　大将（ひろまさ）Ｈ17．２．８　夢団地 
濱口　朝人（父）　智子（母） 
　　純平（じゅんぺい）Ｈ17．３．１　長山田 
鎭西　司明（父）　和加（母） 
　　咲良（さくら）　Ｈ17．３．４　長崎 
宮本　雅臣（父）　実紀（母） 
　　和佳（のどか）　Ｈ17．３．５　夢団地 

　　　１～２月分（２月） 

人身事故　　９件 （６件） 
死　　者　　０名 （０名） 
傷　　者　　10名 （７名） 

　　　　　　２月末現在 

　　　　　　   （前月比） 
世帯数 　 2,419　（－５） 
人　口 　 6,233人（－２） 
　　　 男 2,965人（＋１） 
　　　 女 3,268人（－３） 

氏　名 
北川四女子 
堀尾　里子 
渡辺登志子 
森本　光榮 
川村　誠幸 
戸梶　正歌 
國貞　亀子 

死亡年月日 
Ｈ17.１.31
Ｈ17.２.18
Ｈ17.２.27
Ｈ17.３.８ 
Ｈ17.３.10
Ｈ17.３.９ 
Ｈ17.３.11

年齢
95才
93才
84才
98才 
78才
92才
100才 

部落名 
妹 　 背  
名 越 屋  
梅 ヶ 坂  
大 川 内  
西田三班 
折 月 北  
長 　 崎  

（以上平成17年３月15日迄届出分） 


